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このたびは両面焼グリル付ガスビルトインコン□を 
お買い上げいたださまして、ありがとうございます。 


よく読んで安全に正しくお使いください 


•ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいたださ安全に正 
しくお使いください。 

•この取扱説明書の裏表紙が保証書になっています。内容を 
よくご確認のうえ、大切に保管してください。 

•本製品は家庭用なので業務用のような使い方をされますと 
著しく寿命が縮まります。 

•この製品は国内専用です。海外では使用でさません。 

•この取扱説明書の他に設置工事説明書があります。機器の 
移設、取り替え、修理の際に必要となりますので取扱説明 
書とともに大切に保管してください。 

•取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、また 
は当社事業所に連絡して再購入してください。 


















思いやりをかたちにしました。 

每日のお料理づくりを 

かんたん、らくらく、安全に！ 


a 





使いやすい天面操作 
•誰にでもかんたんに使えるよう電源ボタンは中央に。大きな点火ブ 1肾火ボ象^は3 
•傾斜型の操作部は見やすく、立ったま*の自然な婆勢管ら < らく操馆 

光るボタンと大きな表示 

参コンロ.グリ嗽の使用中は9点皆八卷歹をの周立が^遮 
♦ メ 置壓一や 火力がを技圓が，わかる 黄畜を 福廊 



襲を•寛胥る安セン管一 搭載 
參万一 馨消起 忘をや、乘 ぶを 細の過熱を ま感駭 巧^ 

參なべが酱 P 藍点！»1\なべを瞬ず貧と謹動厳に小火猿.をるを全識謙 
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安全を見守る安/ iMz ンヴーのしくみ 


1 . 温度センサーがなべ底にピッタリくっついて常時、温度変化を監視 

•敏感に反応してすばやく過熱に対応します。 

• 温度び上がりすぎたら小火にします。 

•さらに温度び上がれば自動的に火を消します。 

2. 立消え安全装置で常時、おを監視 

•風や煮こぼれで炎び消えたらガスをストップし、まさかのガス漏れを防ぎます。 

3. 温度センサーの位置でなべの有無を検知 

•温度センサーびなべによって押し下げられないと点火でさません。 

•点火中、なべを持ち上げるなど、温度センサーび押し下げられないと小火にします。 
このままの状態び]分間続くと、消火します。 

4. 消义後も温度七ンサーとトッププレート下のセンサーで温度を監視 

•機器本体の温度び高い間は、やけどを意ランプを点なし、冷却ファンで本体内部を冷 
却します。 

お手入れのとさなど、ついうっかりのやけどを未然に防ざます。 
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■お使いになる人や他の人への危害、財産への債善を未然に防止するため、 
必ずお守りいただくことを次のように説明しています。 

■じ TF に示す表示と意味をよく理解してか6本文をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負う危険、また 
は乂災の危険び差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負う可能性、 
または乂災の可能性が想定される内容を示していまず。 


A 汪局 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能性や物的損喜 
のみの発生び想定される内容を示しています。 


■絵表示には次のような意ががあります。 


辰） （§) 權）戌) 

「禁止」の容でず 、レ^^^ 接触禁止 めれ手禁止水めれ禁止 分解禁止 


火気厳禁 


A 


この給表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です 


〇 


この絵表示は、必ず実行 
していただきたい「強制」 
内容でず 


を 


電源プラグ 
を抜く 


〇 


アース 確認 


安全上のご注意（使用編 



La 

危 

険 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、また1 
は乂災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 1 




ガス漏れに気づいたら ••• 

® ■絶対、火をつけない 

■電気器具のスイッチの入/切をしない 
■電源プラグの巧き差しをしない 
■周遇の電話を使用しない 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことびあります。 

I すぐに使用を中止する 

①ガス栓（ねじガス栓）を閉める。 

②窓や戸を開けガスを外へ出す。 

③わよりのガス事業者（供給業者）に連絡する。 


〇 





安全上のご注意（必ずお守りください 


安全上のご注意(使用編) 
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安全上のご注意（使用編 



コン□は ••• 

■コンロをおおうような大き 
な鉄板やなべは使わない 


Q 


一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

国アルミはく製しる受け、省エネ 
ごとくなどの補助具は使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異常過熱 
のおそれびあります。 

■焼き網は使用しない 

トッププレートに落ちた油などび 
発火したり、機器の異常過熱のお 
それびあります。 





アルミはく製しる受け省 I ネごとく 


焼網 


A 


使用やは必ず換気する！ 

■換気扇をまわすか、窓を開ける！ 

換気をしないと不完全燃焼による一酸化炭素中毒 
の原因になります。 

■こんなときは窓を開ける！ 

屋内設置で自然排気式給湯器-而ろびまを使用し 
ている場合は、窓などを開けて換気してください。 
換気扇を回すと、排気ガスび逆流して一酸化炭素 
中毒の原因になります。 



Q 


調理やは ••• 

■機器から離れない 
■就寝•外出をしない 

♦ 調理中のちのび異常過熱し乂災の原因 
になります。特に天ぷら、揚げわのを 
しているとさは注意してください。 

♦グ U ルを消し忘れると調理中のちのに 
义びつさますので注意してください。 

•調理物（魚など）の種類によって 
は、グ IJ ル調理タイマーび作動す 
る前に発火することびあります。 

• 電話や来客の場合は必ずいったん 
消火して < ださい。 




トッププレート 
(ガラス製）には •• 

■衝撃を加えない！ 

上にのらない！ 

トッププレートにひびび入り、け 
びなどの思わめ事故の原因になり 
ます。万ーガラスにひびび入った 
り、割れた場合は絶対にさわらず、 
すぐに修理を依頼してください。 

■水をかけない！ 


水めれ禁止 


漏電やショートをおこし、感電や 
乂災の原因になります。誤って多 
量に水をこぼした場合は、使用す 
るのをやめお買い上げの販売店、 
または当社事業所にご相談くださ 
い。 



A 


J 


I コンロ使用中は身体や衣服 
が炎に近づかないようにま 
意する 

衣服に炎び移ってやけどのおそれび 
あ0ます。 

また、温度センサーびはたらいて炎 
び自動的に大さくなったり、風で炎 
びあおられてなべ底からあ而れ、衣 
服に移ることびありますので、注意 
してください。 


0 



™ 安全上のご注意(使用編) 
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A 


盛 

冒 


告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 
または乂災の可能性が想定される内容を示していまず。 



ガスコン□の近くには 




■燃えやすいものを置かない 

♦機器の上方に調味料ラックなど 
• ぺットボトル-プラスチック類 
♦而さんやタオル-調理油など 
火災の原因になります。 

■爆発のおそれがあるものを置か 

ない 

参スプレー吿 

♦カセットコン□用ボンベなど 

熱で吿内の圧力び上がり、爆発するおそれ 

びあります。 

■引火しやすいものを使用しない 

♦スプレー*ガソ U ン-ベンジンなど 
弓 I 火して火災のおそれびあります。 


〇 


こんなときは • • • 

■異常時は、消火し 
ガス栓（ねじガス栓)を 
閉める 

地震、火災、使用中に異常な燃焼，臭気- 
異常音を感じたとさ、途中消火したと 
さ異常のまま使い続けると乂災や機器 
損傷の原因になります。 


トッププレートの 
排気□は • • • 

■ふきんをのせたり、アルミ 
vV はくなどでふさがない！ 

異常燃焼による一酸化炭素中毒や火災、 
機器焼損の原因になります。 





〇 


使用後は ••• 

■消火を確認する 
国ガスを（ねじガス栓）を閉める 

消し忘れによる火災の原因になり 
ます。特にグ IJ ルは消し忘れをし 
やすいので、機器から離れるとさ 
は必ず消火して < ださい。 


ヴリルは… 

■グリル扉は魚などをはさみこんだり、 
開けたまま使用しない 

魚び燃えたり、ワークトップを焦びしたり、機器 
の上部び加熱され、やけどの原因になります。 

■脂が多く出る調理時はグリル焼網 
にアルミはくを敷いたり、別売の 
クッキングプレートを使用しない 

脂びたまり発乂する原因になります。 

■グリル石や、グリルシート、アルミ 
はくなどをグリル皿に使用しない 

異常燃焼による一酸化炭素中毒や、機器損傷の 
原因になります。 

■グリル庫内に食品くずや、ふきん 
などがないことを確認する 

■グリル皿や下火バーナーカバーなど 
にたまった脂はそのつど取り除く 

食品くずや而さん、脂び燃えて、発火や乂災、 
やけどの原因になります。 


〇 


™ 安全上のご注意(使用編) 
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安全上のご注意（使用編 



点火しない場さは • • • 

■点义パ肖义ボタンを巧して、消义の状態に戻す 
国周囲のガスがなくなってから再度点火する 

すぐ点火操作をすると周囲のガスに引 
火して、衣服に燃え移ったり、やけど 
をするおそれびあります。 


〇 


〇 


0 


取っ手 





とくのツメ 


〇 


I 片手なベや小径なベ、へこんだ底 • 
丸い底-滑りやすい底のなべは不 
安定な状態で使用しない 

なべび傾いたり、滑ってやけ 
どのおそれびあります。なべ 
の取っ手はごとくのツメと同 
じ向さに置いて機器手前 
にはみ出さないよラにし、 

中華なベなどの丸底なベ 
は取っ手を持って調理す 
るなど、安定した状態で 
使用してください。 

■軽いなべは調理物を含めて300 g 
が上で調理する 

軽いなべや取っ手が重い片 
手なベは、温度センサーに 
よって巧し上げられて倒れ\ 

やけどのおそれがありまず。調理中にふたを 
取ったり、水分の蒸発などで軽くなってもな 
ベが傾くことがありまずので\取っ手を持っ 
て安定した状態で使用してください。 


取っ手とごと<のツメ 
のち向を合わせる 






■なべの大きさに合わせて 
火力を調節する 

乂力び強いと取つ手び焼損し 
たり、手を触れるとやけどを 
することびあります。 

■点火するときや使用中は 
バーナーが 近に顔を近 
づけたりグリルとびらを 
開けてのぞき込まない 

炎や熱で顔をやけどするおそれ 
びあります。 

■調理な外に使用しない 

衣類の乾燥や練炭の乂起こしな 
どをすると、火災や機器焼損の 
原因になります。 


Q 


■天面の}ザ作部、表巧部しは次の 
ようなことはしない 

•手をつく 

♦ 熱いなべやフライノてンなどを置く 
♦調味料や、菜箸などのわのを置< 

•水や洗剤をかける 

けびや機器損傷、誤作動の原因になります。 




•使用中わ時々正常に燃焼していることを確認してください。 
•使用中に、電源プラグを抜いたり、ガス栓（ねじガス栓）を操作 
しての消乂はしないで < ださい。 

やけどや思わめ事故の原因になります。 

•雷び発生したときは、機器の使用を中止し電源ブレーカーを切っ 
て < ださい。 

雷による一時的な過電流で電子部品を損傷することびあります。 
•熱くなったなべなどをラベルの上に直接置かないでください。 

ラベルび熱で変色したり、損傷したりすることがあります。 
•トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上 
型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調 
理機器を使わない。磁力線により本製品び故障 ^ 

する原因となります。 




■幼いお子様だけで 
触らせなし 


、 



やけどやけびなど思わめ事故の原 
因になります。 


安全上のご注意(使用編) 
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A 注意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷喜を負う可能性や物的損害 
のみの発生が想定される内容を示していまず。 



トッププレートのやけどミ主意ま示が 
消えるまで触わらない 

■使用中、使用直後は操作部-グリルとびら取つ 
手が外は触らない。 

やけどをすることびあります。とくに幼いお子様びいる家庭ではご注意ください。 
※ビルトインオーブンを設置している場合、コン□やグ U ルを使用していなくてもオーブ 
ンを使用すると、やけど注意の表示び消えていてわ排気□カバーび熱くなります。また、 
トッププレートび熱くなり、やけど注意ランプび点打することびあります。 




接触禁止 





■風を機器に当てない 

扇風機やエアコンなどの風び 
当たると安全装置び正しくは 
たらかず、機器損傷や誤作動 
の原因になります。 




ヴリル排気□には ••• 

0 ■手や顔などを近づけない 

■なべの取っ手を排気口に向けない 

高温の排気び出ます。 

やけどやなべの取っ手び過熱され取っ手を焼 
損する原因になります。 


0 


■コン ロには石焼いもつぼ 
は使用しない 

異常過熱によ 
る機器損傷の 
原因になりま 
す。 



於 

1 

• 向 • 1 




接触禁止 


■グリルとびらやグリ 
ル操作部には次のよ 
うなことはしない 

•手をつく ♦ぶら下びる 
•水や洗剤をかける 
けびや機器損傷、誤作動の原 
因になります。 

国グリル皿には水を入れない 

水び高温になり、こぼすと 
やけどすることびあります。 

■魚を取り出すときな 
どは手や腕がグリル 
とびらやガラスに触 
れないようにする 

やけどをすることびありま 
す。グ IJ ルとびらはいっぱ 
いまで引さ出して < ださい。 


〇 


点検、お手入れの際は ••• 

国ロックをかけ電源を切る、または電源プラグを巧く 

誤って点火し、やけどをすることびあります。 

国トッププレートのやけどを意表示が消えるまで待つ 
■必ず手袋をする 

けびの原因になります。 

■グリル焼網、グリル皿はさめてから取り出す 

調理後は、グ U ルレールち高温のため触れると、やけ 
どをすることびあります。 

国バーナーキャップ让部•下部）•ごとく •排気口力 
バー • グリル部品（グリルとびら • グリル焼網•グ 
リル皿受け•グリル皿)•下义カバーは取りはずせます。 
それが外の部品は絶対に取りはずさないでください。 

取りはずした部品は「正しいセットのしかた」 

こ ]4 - ] 日ページを参照して取り付けてください。 


•ご使用上支障びない場合でわ、不慮の事故を防ぎ、安/こ\してより長 
くご使用いただくために、年]回程度の定期点検をおすすめします。 
※定期点検を受ける先び不明の場合や、点検費用などについてはお買い 
上げの販売店、またはわよりの当社事業所にお問い合わせください。 



安全上のご注意(使用編) 
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分解禁止 


■機器の設置や移動-分解-修理-改造はしなし> 

ガス漏れ、火災、漏電•感電•作動不良の原因になります。 
専門の技術-資格び必要です。 

機器の設置*移動*取りはずし-買い替えの際には必ずお買 
い上げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 

※詳しくは、設置工事説明書を参照してください。 

故障と思われたとさは：3^48〜日3ページを参照ください。 

■絶対に改造-分解は行わない 

改造•分解は一酸化炭素中毒のおそれびあります。また、乂 
災の原因になります。 



〇 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス（ガスグループ）が一致し 
ていることを確認する 

■使用電源の電圧が銘板の表示と一致していることを確認する 

•供給ガスと一致していない場合、そのまま使用すると不完全燃焼により、一酸化中毒になっ 
たり、爆発着火でやけどをすることびあります。 

•使用電源の電圧と一致していない場合、そのまま使用すると火災や感電の原因になります。 
また、故障の原因にわなります。 

•銘板は機器の前面パネル左の非常用電池ケース裏面に貼ってあります。供給ガスびわからな 
い場合はお買い上げの販売店、またはガス事業者に問い合わせてください。 

•転居されたとさわ、供給ガスの種類び銘板の表示と一致していることを確認してください。 


〈例〉銘板 （12 A ，13 A の場合） 


ガス グループ 


型式の好び 


12 A -13 A 


0000000 


都市ガス 


12 A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消費量 


製造年月および製造番号 




非常用電池ケース裏面 


製造年月 



電圧 


電 

( AC 100 V ) 

消費電力 

源 

已 0 Hz -60 Hz 

OOW 


J 


安全上のご注意（設置編 


I 安全上のご注意(設置編) 
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o 


■可燃物との距離を確実に離す 

火災予防条例で定められていますので、必ず守つ 
てください。距離び近いと火災の原因になります。 

下の場合は必ず別売の防熱板を取り付けて< 
ださい。 

•可燃物との距離び守れない場合 
♦表面びステンレスやタイルでち壁の内部び巧 
燃性の場合 

防熱板はお買い上げの販売店、またはガス事業 
者にご相談ください。 

■設置後機器の周遇を改装する場合も可 
燃物との距離を確実に離す 

ガス機器防火性能評定試験基準の変更に伴い、可燃物 
からの後ち離隔距離び製造年月によつて異なります。 
製造年月は銘板に記載してあります。 



(可燃性の壁の場合） 


(例) [09.041- 000001 
製造年月 

※製造年月09.04前は]日 cm 上 


電源 コー ドは ••• 

^ ■傷つけたり、加工したり、 
vV 無理に曲げたり、ねじった 
り、たばねたりしない 

■引っ張って抜かない 

■重いものを載せたり、挟み 
込んだりしない 

電源コードび破損したり、電源プラグ 
び抜けかかり、火災や感電の原因にな 
ります。 


Q 

〇 


戀) 

めれ手禁止 


■傷んだ電源コードや電源プ 
ラグ、差し込みがゆるいコ 
ンセントは使用しない 

感電やショート発火の原因になります。 

■電源プラグにほこりが付着 
していないか確認し、プラ 
グの根元までしっかりコン 
セントに差し込む 

感電や火災の原因になります。 

■ ぬれた手で抜き差しはしない 

感電やけびをすることびあります。 


〇 


アース 確言; 


アース 線は ••• 

I アース線を確実に取り付ける 


♦故障や漏電のとさに感電するおそれびあります。 

♦アースの取り付けはお買い上げの販売店、または当社事業所にご相談ください。 


J 


A 


盛 

冒 


化 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 
または乂災の可能性が想定される内容を示していまず。 



一安全上のご注意(設置編) 
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各部の名刖 


_ 電源ボタン 
コン□火力表示 

- とりけしボタン 

♦表示画面は説明のためのわので、実際の運転状態を示すわのではありません。 


グ U ル焼網 


グ U ル皿受け 


グ U ルとびら取っ手 


トッププレート 


強火カノ（ーナ ー 


排気□カバー_ 

排気□(調理中の煙び出るところです） グ IJ ル操イ乍部 

- な甲すと開きます) 


とびら 


標準バーナー 


. 4 ^ 


灵良夢用電池ケース 

(押すと□ックびはずれます） 




ク U ル皿 


グ 


ン□操作用ボタン 


センサー解除表示 


メニュー選択表示やけど注意表示 


温度表示•タイマー 


グ IJ ル使用表示 


G 哲 


とりけし 




义力調節3簡し 

域 - の冊' 


の' 












































































•図は - L タイプ（強火カバーナーび左側のタイプ）です。 

- R タイプは強乂カノくーナーと標準ノくーナー及びメニュー選択表示び左ち逆になります。 



□ツク表术 


と0けし 



ゾ —•* 、 义力調節^^^ 

皆 = の習 


「+/-」 

ボタン 


じンサん 


センサー解除ボタン 


火力調節ボタン 


点火/消火ボタン 


メニュー選択ボタン 


© 巧な （A 


ちコン□操作用ボタン 


グリル操作部 


め 準め 


































































と < 


指かかり 



♦ごとくは、指かかりの 
ある個所を前後にバ 
ーナー U ングの外側 
にセツトしてくださ 
い。 

♦ごとく内側の凸部をバ 
ーナー U ングの凹部 
に入れて正しくセツ 
卜してください。 


A ミ主意 

化■ごと 

誤っ7 
が不§ 
倒れ7 

くは正しくセツトする 
こセツトをするとなベなど 
ミ定になり、かたむいたり、 
こりします。 



排気□カバー 


>2つの排気□カバーのツメ部 
を各々内側に向けトッププレ 
ートの<ぼみにセツトしてく 
ださい。 




グリル下义カバー 



グリルケース側面 

①下火カバー I 乂 h 庫内奥の凸部に 

下火カバー凸部 
〇部を合わせてくだ 
凸部 さい。 


グ IJ ルケース側面 
ピン 

下火 カバー 


下火 カバー 

下火カノ く一の「テマエ」刻印を手前にして、 
穴 （ 1個所)をグリルの側面にあるピンに通 
してください。 





>下乂カノ く一後部をグ U ルケース側面に押し当て 
凸凸び合っていることを確認してください。 


しいセツトのしかた 


I 正しいセットのしかた 
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1^ A —ナーキャップ 

♦凸部を後にしてノ くーナー本体手前の凹部 
にノ くーナーキヤツプのピンを入れて正し 
くセツトしてください。 

♦強火カバーナー用には 「 H 」 の刻印びして 
あります。標準バーナー用とまちびえな 
いようにセットしてください。 


凸部 




凸部 


ピン I 






標準ノ くーナー強火カノ くーナー 

(ーナーキヤップをセットしたときは必ず正常に燃焼している 
ことを確認してください。 




0 


A 注意 


■バーナーキ■ャップは 
誤ったセットで使用 
しない 

バーナーキャップが裏返 
しでないか、浮さがない 
かを確認してください。 
正しく取り付けないと、 
点火しなかったり、炎 
のふぞろいや逆乂を起こ 
したり、また、不完全燃 
焼による一酸化炭素中毒 
や、器具の中に炎がもぐ 
りこんで危険です。 


I グリルとび6のはずしかた-取り付けかた 


はずしかた 


1 



グ U ルとびらを止まるまで引 
>さ出し、グ U ル焼網、グ U ル 
皿、グ IJ ル皿受けをはずす。 


2, 




押さえノ くネを押しなびら矢印の 
方向にグ U ルとびらを傾ける。 


3 , 


グ U ルとびらを矢印ち向に 
引さ上げる。 


取り付けかた 


l^r 



グ IJ ルとびら内側の「▽」の 
刻印下にある角穴にレールの 
ツメ 2個所をはめ込む。 


2 , 


グ U ルとびらを矢印の方向にパチンとはまるまで回転させる。 
※押えバネびグ U ル皿受けに確実にはまっているか確認する。 


I グリル皿受け、グリル皿、グリル焼網の取り付けかた 



グ U ルとびらを止ま 
るまで引さ出す。 


P グリル皿受けは「テマエ」 
L ■刻恥手前にしてレ-ル 
の「0」の刻印横の角穴 
にツメ 2 個所をはめ込む。 


3 グ U ル皿をグ U ル皿 
•受けにセツトする。 


ん認為 

にはめ込む 


※グ U ル皿、グ U ル焼網は、前後びないのでどちらを 
前にしても取り付けられます。 


一正しいセットのしかた 
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安全機能のご紹介 


I 自動判別機能 _ 

機器び料理の種類を判別し、その種類に応じて焦げつさ消火機能や天ぷら油過熱防止機能などの安全機能を 
自動的に選択します。 

便利メニューやセンサー解除機能を設定せずに点火し、通常に使用でさる状態のとさは、自動判別モードに 
設定されています。各 f ードを使用中、取り消しにすると自動判別 f ー ドに設定されます。 

コン□調理タイマーモード使用中は焦げつさ消乂機能や天ぷら油過熱防止機能びタイマーに優先して作動し 
ます。 


I 天ぷ 6 油過熱防止機能 

調理油び過熱されると、自動的に火力調節し発火を防ぎます。 


I 焦げつき消义機能 

煮わのなどのとさ、お料理の焦げつさを検知してなべをいためる前に自動 
消火します。 

なべの材質、調理物の種類、火力によって焦げの程度は異なります。 

※なべ底にこんぶや竹皮などをしいた調理では焦げつさ消火機能び正常に 
はたらかないことびあります。 

I 高温自動温度調節機能 _ 

焼さわの調理-炒りわの調理など比較的温度の高い料理や、なべのから焼さをしたとさに小火-大乂と自動 
的に火力調節し、なべの異常過熱を防止します。 

この状態び30分上続いた場合、またはル乂状態でわセンサー温度び更に上昇した場合は自動消火します。 
調理に支障びあるとさはセンサー解除をお使いください。 


I 立消え安全装置 _ 

煮こぼれや風などで火び消えると自動的にガスを止めガス漏れを防ぎます。 


I 消し忘れ消义機能 _ 

点火後、約] 20分^ (購入時）で自動消乂し、万一の消し忘れを防ぎます。 

※消し忘れ消乂機能の設定時間は変更することびでさます。（カスタマイズ機能^日8ページ) 




I 安全機能のご紹介 
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グリル過熱防止機能 


グ IJ ル庫内の温度び、異常に高くなった場合に自動消火します。 


Q 




電源オートオフ機能 


調理終了後、電源を切り忘れても、3分後 X ’（購入時）に自動的に電源を切ります。 

※電源オートオフの設定時間は変更することびでさます。（カスタマイズ機能^日8ページ） 


□ック機能^40ぺージ 


幼いおモ様のいたずらや誤ってボタンを押してち作動しないように□ッ 
クすることびでさます。□ックボタンを3秒上長押しすると電源ボタ 
ン外の操作部をすべてて□ックでさます。電源ボタンを「切」にして 
わ□ック解除操作をするまで□ック状態を記憶しています。 




感震停止機能 


機器本体び約震度4上の揺れを検知すると、コン□-グ U ルとわ自動 
消火します。 

感震停止機能は OFF にすることびできます。 

(カスタマイズ機能^58ページ） 



鍋なし検知機能 


コン□の温度センサーにはなべの有無を判断する検知機能を搭載してい 
ます。なべを置いていないと点火しません。また、調理中なベやフライ 
パンを持ち上げるとル火になります。 

ル火の状態び約]分間続くと自動消火します。 


センサー解除式"24ぺージ 

センサー解除ボタンを3秒上長押しすると、鍋なし検知機能を一時的に解除でさます。なべを持ち上 
げる炒めわのや高温になる炒りわの料理、なべを使わないあぶりわの調理の場合に使用します。 

(約30分間使用できます） 

天ぷら油過熱防止機能、焦げつさ消火機能わ同時に解除します。（ただし、センサー解除中わなべの異常 
過熱を防止するため、ル火、大火と自動的に火力調節します） 



一安全機能のご紹介 
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便利機能のご紹介 


揚げものモード（温度調節機能） 


26ページ 


天ぷら*フライなどの揚げものを調理するとさに油の温度を一定に保つこ 
とびでさます。また、ホットケーキなどの焼さもの調理をするとさにフラ 
イパンの温度を一定に保つことわでさます。「+/—」ボタンを押すこと 
により ] 30〜220でまで]0で刻みで温度を設定することびでさます。 



コン □調理 タイマーモー ド 巧 こ争28ぺ ー ジ 


「+ /—」ボタンを押すことにより]〜 ] 20分まで]分刻みで時間を設 
定することびでさ、設定時間になると自動消火します。 



湯わかしモード 巧 こ> 29ぺージ 


沸とラしたらお知らせし、その後自動消乂します。 

沸とラしても弱火になる時間び遅い場合や沸とラしていないのに弱乂になし^ 
る場合、お知らせ時間のタイミングを変更することびでさます。 

(カスタマイズ機能こ^己8 -己9ページ） 




ごはん モー ド 巧ご^ 30ページ 


洗米後、30分〜]時間上浸したお米を、かまど風に炊さあげます。 
別売の炊飯専用なベをお使いいただくと、上手に炊飯でさます。 

(標準 y くーナーのみの機能です） 



I 便利機能のご紹介 
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音声お知 6 せ機能 @0:3-40 ぺージ 


音声で機器の状況をお知らせします。音声ガイド、音量調節とわに3つの 
モードから、選択でさます。購入時は親切モード、音量「大」に設定され 
ています。 

「標準モード」安全機能のお知らせや次の操作へのガイドをします。 

「親切 f ー ド」設定内容までお知らせするので操作の確認びでさます。 

「音声切 f ー ド」ブヴー音のみの設定になります。 

一度、設定した音声•音量は記憶されます。次回、操作するとさは前回設 
定した音声-音量で使用でさます。 



グリルオートメニューモード1^36ぺージ 


生魚の姿焼さや、切身、干物などをオートメニューと焼さ加減 
を選択すれば、自動で焼さ上げます。 



グリルマニュアルモード：;^34ぺージ 


時間を決めて食材を焼くとさに使用します。 

「+/—」ボタンを押すことにより]〜 ] 己分まで]分刻みで 
設定でさ、設定時間になると自動消火します。 





一便利機能のご紹介 
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レンジフード連動機能のご紹介 


♦換気扇連動対応のレンジフードであれば、コン□やグリルの点火/消火と連動してレンジフードの運転/ 
停止を自動的に行えます。 

コン□天面か5発信される信号をレンジフードで受信し、レンジフードフアンが自動的に「中」運転します。 
♦レンジフードフアンの運転切替をする場合は、レンジフードフアン側の操作部で操作してください。 


信号（赤外線）発信部 
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/ 

1 . 点乂する 

2. 消乂する 

•点义/消义ボタンを押す。 

•点义/消义ボタンを押す。 

•レンジフードファンが自動的に「中」の風量 

•レンジフードファンの運転は消义操作を巧っ 

にて運乾します。 

て約 3 巧後に自動停止します。 

0 

※すでに他のコン□やグリルなどを使用してい 

※消义操作を巧っても他の 
MPBw コン□やグリ純どを使 

用中は停止しません。 

※自動消义時（安全装置作動時）はレンジフー 
ドファンは自動停止しません。機器の点义/ 

消义ボタンを押して消义操作をしてください。 

コン□-グリルタイマー調理などの自動消义 

る場合は、その風量を維持します。 

時は約 1 巧後に停止信号が発信され、約 3 

V 

巧後に自動停止します。 

J 


I レンジフ—ド連動機能のご紹介 



























医参 ポィ參 


•対応レンジフードファンじ(外では連動しませ 
ん。お問い合わせはお買い上げの販売店、また 
は当社事業所にご連絡ください。 

♦レンジフードファンが常時換気設定の場合にコ 
ン□やグリルを消火するとレンジフードファ 
ンは常時換気設定に戻ります。レンジフード 
ファンタイマーが作動中ち停止しません。換気 
を停止する場合はレンジフードファン側で操 
作してください。 

♦レンジフードファンの使いかたはレンジフード 
ファンの取扱説明書をお読みください。 

•レンジフードファンと連動しない場合はレンジ 
フードフアン側で操作してください。 


下記のような場合は連動しないことがありますが故障 
ではありません。 

•前かがみで操作している。（手や頭で信号がさえざ!5 
れている） 

•発信部に調味料などの物が置いてある。（信号がさえ 
ぎ5れている） 


4 > 



•発信部が巧れている。（信号が受信でさない） 
•テレビ-エアコンなどのリモコンを操作している。 

(信号が混乱し、正しく受信でさない） 

•ガス機器に太陽光が当たった状態で操作している。 

(信号が正しく発信でさない） 

※連動しにくい場合は、レンジフードファンの操作部 
で操作してください。 


ーレンジフ—ド連動機能のご紹介 
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適したなべと温度センサーについ 


♦温度センサーの安全機能を正しく働かせるためには、次のことを守ってください。 

A 警告 


〇 


■底が平らで温度センサーと密着するなベを使用する 

温度センサーび傾いていたりなベ底との間にすさ間びあると発火の原因になります。 

■温度センサーを使用するときは下記のなべなどは使わない 

♦温度センサーびなべ底の温度を正しく検知でさずに、発火や途中消乂、機器 
焼損の原因になります。 

♦耐熱ガラス容器*±なべなど熱の伝わりに<いわの、底び浅<広いなべなど 
では揚げもの調理はしない。発火するおそれびあります。 


す平 

Vr 底び凹凸 大きなへこみび 


底び浅<広いなべ 


底び丸い 




耐熱ガラス容器 ±なべ 

※底のへこんだなべを動かすと温度センサーび片あたりしやすくなります。密着していることを 


確認してください。 


^ ■冷ず食材をなベの底面中央に密着させた状態で 
W 揚げものをしない 


;令凍食材 


調理油 


仁愛つ 


;令凍食材をなベの底面中央(温度セ 
ンヴーの接触位置)に密着させない 


0 

〇 


なべの底面中央（温度センサーの接触位置）にを凍食材び密着し 
た状態で揚げわの調理をすると、温度センサーびなべ底の温度を 
正しく検知しないため、発火するおそれびあります。 

■複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回も使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残ってい 
る調理油は使用しないでください。発火び起こりやすくなる場合びあります。 

■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分の多いものや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいものなどは、特に注意して 
ください。長時間揚げ過ざると油び飛び散り、発乂や、やけどのおそれびあります。 




■揚げものは食材全体がつかるまで調理油（必ず 200 m ぶが上）を入れて行う 

調理油の量び少なかったり、減ってさたりすると、発火するおそれび 
あ0ます。 

特にフライパンなどの底び広いなべで揚げわのをする際は、食材全体 
び調理油につかっていないと、発火するおそれびあります。 



食材全体びつかるまで 




■センサー解除モードは揚げもの調理には使用しない 

調理油の温度び高くなり、発火するおそれびあります。 

■中華なベ用補助ごとく（別売）を使用しない 

なべ底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び発火する場合びあります。 


I 適したなべと溫度センサ—について 
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A 注意 


O 


Q 


■温度センサーのお手入れはこまめに行う 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

♦ なべ底に温度センサーび密着しないと揚げわの調理油び発乂する場合びあります。 
♦途中消乂や鍋なし検知機能の誤作動の原因になります。 

♦動さび悪いとなべび傾さ、お湯などびこぼれやけどをする原因になります。 

■温度センサーに強いショックを加えたりキズをつけなし 

• なべ底に温度センサーび密着しなくなり、揚げわの調理油び発火する 
場合びあります。また、鍋なし検知機能の誤作動の原因にもなります。 
※密着しない場合、点検-修理を依頼してください。 



温度センサー 



なべの種類 

一般調理 

メニューモード調理 

- 煮物など 

. 炒め物 
- 揚げ物 

(揚げものモー 
ドを使用しな 
い場合）油量 
200 ml が上 

- 揚げちの 
モード 

油量 500 ml 

〜1000 ml 

•湯わかし 

モード 

水量 

臟バ-ナ - : 

500 ml 〜2000 ml ) 
(強火カバ-ナ - : 
500 ml 〜3000 ml ) 

- ごはん 
モード 

ごはん 

1〜5合 

- アルミ製、銅製のなべ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 鉄製、ホー□-製のなべ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

少しこげる場 
含があります 

- ステンレス製のなべ 

〇 

Q 

〇 

〇 

〇 

少しこげる場 
合があります 

X 

(なべ底厚み: 2.5 mm 未満) 

. 無水なベ . 多層なベ 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

• ± 銅 

- 耐熱ガラス容器 

〇 

途中消义する場 
合があります 

X 

X 

X 

X 

- 任力なべ 1 

げ 

〇 

途中消义する場 
含があります 

X 

X 

X 

X 


•特に片手なベは不安定になりやすいので注意してください。 


〇:適しています 
X :適していません 

(温度を正しく検知できません） 


一適したなべと温度センサ—について 
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基本の使いかた 



♦パネルや操作部の表面に透明の保護シートび張ってあります。はびしていない場合は、ご使 
用前に保護シートをはびしてください。 

•ごとく、バーナーキャップ、排気□カバー、下火カバーなどび正しくセットされているか確 
認してください。:14 - ] 日ぺージ 


がク JML •巧がク•，々がク JML •が 

巧が巧が巧が巧が巧ミ巧が\ながが巧が巧が巧が巧がん 



ごとく中央になべを 
置< 



•なべをごとくに置いていないと 
点乂しません。 

•なべをのせても温度センサーが 
なべ底に密着していないと点乂 
しません。 


センサー解除のしかた 


「センサー解除」ボタン 
を約3秒間押す。 



点乂する 


•点义/消义ボタンを押す。 





赤色に点の 


V 


? . 乂力調節する 


•义力調節ボタンを押す。 
义力表示 





時 


強义カバーナーは4つ点の 


標準バーナーは5つ点义 'J 


3 . 消义する 


•点义/消义ボタンを押 



好 


消の 


n ン □国 基本の使いかた 
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【こんなときセンサー解除】 


•自動的に小火になり調理に支障があるとき。 

なべを持ち上げて調理する炒めものや、高温になる炒りもの調理など。 

•あぶりものなどなべを使わないとさ。 

•なべ底が温度センサーに密着しているのに点火しないなベを使うとさ。 

※約30分間使用できます。 

※鍋なし検知機能、天ぷら油過熱防止機能、焦げつさ消乂機能を一時的に解除します。 
※センサー解除中もなベの異常過熱を防止するため、自動的に火力調節することがあ 
ります。また、弱乂状態でもセンサー温度がさ5に上昇した場合、温度センサー過 
熱防止機能がはた5さ、自動消火します。 

※再点乂しても乂が つかない 場合は、しばらく待ってから行ってください。 


表示部に下の図の様に表示されブ 
ザーでお知らせします。 


足ピピ り 

HHHH 


センサー解陈中が点 
於[します。 


す。 


4. 電源を切る 


•電源ボタンを押す。 


1 | 


約30巧経過すると自動消义します。（ブザー 
が「ピー」と3回鳴つてお知らせし、センサー 
解條表示が消义了） 

※点火前でも調理中でも設定でさます。 

※取り消すとさはもう一度センヴー解除ボタ 
ンを押します。 

※いつたん消乂するとセンヴー解除は取り消 
されます。 

《センサー解除後30秒間指定のコン□を使 
用しないとセンサー解除は取り消されます。 

•みそ汁、カレーなどを煮たり温めたりするとさは火力を 
弱めにし、とさどさかを混ぜてください。 

強い火力で急激に過熱すると、突然、沸とうして飛び散ること 
があります。 






1T 

、肖の 


•煮こぼれに注意してください。 

機器内部およびキャビネット内部のものなどが巧れます。また、 

トッププレート • ごとく•バーナーなどに煮こぼれが焼さつい 
たり、機器を早くいためます。乂加減に注意してください。 

•調理中になべをのせかえるとさは、いったん消乂してく 
ださい。 

•コン□を使用している場合は機器下の丰ャビネットとび 
5はゆっくり開閉してください。火が消える場合があり 
ふ9 〇 

万一乂が消えても立消え安全装置がはた!5さ自動のにガ 
スは止まります。 OK 


突沸現象について 

突沸現象とは、突然に沸とラずる現象でず。水、牛乳、豆乳、酒、 
みそ汁、コーヒーなどの液体を温めるとさに些細なさっかけ（容 
器をゆずる、塩、砂糖などを入れる）で生じまず。直乂でこれら 
を温めるときにも起きることがありまず。 

この現象が調理中に起さると、なべがはねあがったり、高温の液 
体が飛び散るため、やけどやけがをずるおそれがありまず。 
これらの予防法として次の点にご注意ください。 

•カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁など 
の汁物の温めは弱乂でかさ混ぜながら加熱ずる。 

(強乂で急に加熱しない） 

•熱々の汁物に、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、少し 
冷ましてから行う。 

-なべの大ささにあった乂力で加熱ずる。 


やけど 

ミ王ち' 


n ン □国 基本の使いかた 


















適した油の量 500 ml 〜1000 ml 



♦天ぷらなべ 

が 

♦底の平5な中華なベ 

♦鉄やアル S 製のなべ 


1 ■ メニュー 選択する 

2 . 温度設定する 

•メニュー選択ボタンを1回押し、 
「揚げもの」モードに設定する。 

♦「+/—」ボタンで温度を設定する。 

帮。 



■HMMM 

•揚げものランプが点:！:；[し、「180で」 
と表示されます。 

《130〜220でまで10で刻みで 
温度を変更できます。 

※前回設定した温度が表示されます。 

《温度設定は点义した後でも可能で 
す。また、調理中でも変更できます。 


3 . 点义す^ 


参点义/消义ボタン 





赤色 


•揚げものモードに 
す。 

※义力調節はなべ< 
応じた义力にし"? 
※とりけしボタン; 
げものモードは] 
自動判別モード I 
ます。 


適したなべ 




揚げちのをする 


る 


押 

を 


歹 

ピ 

ピ 


5 

点 

こ 


ま 

れ 

さ 

定 

確 


に、揚れれ 
さとささ 
き'す消定 
大^押リ設 
で一\をおじ 


n ン □■揚げものをする 
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•火力調節の難しい、卵料理や焼さものメニューが、揚げものモードの 
温度調節を使えば、いつもされいに簡単につくれます。 


160で 

とりの唐揚げ、フリッタ ー、 ドーナツ 

180で 

天ぷら、コ□、ソケ、フライ、とんかつ 

200で 

クルトン、かきもち揚げ 


ノ\ンバーグ〈140で〜150で〉 



※焦げの程度はフライパンの大きさ、材質、調理内容 
によって異なります。 


揚げちのモードの油の温度は、天ぷら用鉄製なベで設 
定してあります。 

なべの種類•材質や厚さ、油量などにより、設定した 
温度と異なる場合びあります。加減してお使いくださ 
し、 


5. 消乂する 


•点义/消义ボタンを押す。 



挡の 


4. 調理する 


•設定温度になると、ブザーでお知 
らせします。 

調理を始めてください。 






《自動的に义力調節して油を設定温 
度に保ちます。 

※自動調節中、手動での义力調節は 
できません。 


140で 

クレープ、うす焼き卵 

140で〜150で 

ホットケーキ、厚焼き卵 

150で〜160で 

オムレシ 

160で〜180で 

ギヨーザ、お好み焼き 


揚げもの調理の目安 


焼きもの調理の目安 


便利な使いかた 


n ン □国 揚げものをする 
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書 


調理タイマーを使う 


便利な使いかた 


•使用中はいつでもコン□調理 
タイマーモードに設定でさ 
ます。ただし、他のモードに 
設定中は使用でさません。 
•麵を茹でたり、あともう少し 
煮込みたいとさの消し忘れ 
防止に便利です。 



n ン □■調理タイマ—を使ぅ 
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お湯をわかず 



適した水の量 

強乂カバーナ ー : 500 ml 〜3000 ml 

V 

標準バーナー： 500 ml 〜2000 ml 

J 



ごと < 中 
央にやか 
んを置< 


♦なべ ややかんの形状.材質に 
よっては、消乂のタイミングが 
異なる場合や、ふさこぼれる場 
合があります。やけどなどに注 
意してください。 


適したなべ-やかん 


※乂力調整はやかんやなべの 
大ささに応じた乂力にして 
<ださい。 


♦ 


鉄 


アルミ 


屬 

為 


2電源ボタンを押す 



ホー □ — 



む 

湯 

を 

わ 

か 

す 


メニュ ー SiR する 


•メニュー選択ボタンを3回押し、 
「湯わかし」モードに設定する。 




es 


※温度センサーが正しくはたらくた 
めに次のことを巧ってください。 

-やかんやなべのふたの開閉はしない。 

-やかんやなべを動かさない。 

-水をかき混ぜない。 

. 水や具を入れない。-义力をかえない。 


2 . 点乂する 


•点义/消义ボタンを押す。 



赤色に点約 

•湯わかしモードに確定されます。 

《とりけしボタンを押すと湯わか 
しモードは取り消され、自動判 
另リモードに設定されます。 


3. 沸とう後自動消乂 

国 — 参 

1沸とうすると、ブザーでお知ら 
せし、自動消义します。 1 




み 


み^ 



赤色に点滅 


_ \ 

•湯わかしランプが点滅します。 
2点义/消义ボタンを押す。 



ミ'占'な 

※点义/消义ボタンを巧さなくても 
1分経過後、自動的に消义了します。 


n>n 
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ごはんを炊く 



注ごはんモードは標準パーナーのみです 


•••••••••••••••••♦•‘ •ザ巧 

::こここ::ご:こ ::: A 

1 ががががががががががが A 1 

m 



ごとく中央に 
なべを置< 


2電源ボタンを押す 




メニュー選択する 


>メニュー選択ボタンを4回押し、 
「ごはん」モードに設定する。 




2 . 点乂する 


•点义/消义ボタンを押す。 



赤色に点の 


• 「ごはん」モードに確定さ 
れます。 

《ごはんモードは义力調節を 
自動で巧います。そのまま 
の义力でお使いください。 

※とりけしボタンを押すとご 
はんモードは取り消され、 
自動判別モードに設定さ 
れます。 


3. 自動消乂•むらし 


1•炊きあがると、ブザーでお知らせ 
し、自動消义します。 


m 


ピピ^ 
ピピミ 


赤色に点滅 
7 

2•むらし10巧カウント開始 


3.残り30秒 



※むらしが終わるまでふたを開けな 
いでください。 


n ン □■ごはんを炊く 
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適したなべ 


•アルミ製のなべ 


お米を水に浸す時間 



- ふたが重く、なべ本体に落とし 
込むような形になっているもの 
ふたとなべにすき間がないもの 

なべの縁が高いもの 


なべは深いもの 


鍋は火力調節をして、コン□調理タイマーモードを 
利用して炊飯ください。 


水加減について 


•炊飯量は最大5合です。5合上は炊けません。 
•水加減は目安です。好みに応じて加減してください。 
•炊さ込みごはんの最大炊飯量は4合です。 

具の重量と同じ程度の水をを分に加えてください。 


お米の種類 

水に浸す時間 

春〜夏 

秋〜冬 

白米 

30巧以上 

60巧以上 

無洗米 

胜穿精米 

60巧以上 

90巧以上 

雑穀米•発穿玄米 

古米 

麦ごはん 


おいしく觀くために 


•お米の量は正確にはかりましょう。 

•洗米はたっぷりの水で素早く洗いましょう。 
※炊さあがりは、米の種類や質、なべの種類 
や室湿（水温）などによって異なりますので、 
お好みに応じて工夫してお使いください。 


I 

a 

米の量 

1合 

(約 150 g ) 

2含 

(約 300 g ) 

3合 

(約 450 g ) 

4合 

(約 600 g ) 

5合 

(約 750 g ) 

もが 

水の量 

300 ml 

4 8 0 ml 

670 ml 

930 ml 

11 30 ml 



炊きあがりまでの目安時間…20分〜30分 


無洗米について 


• 1.2 度すすぐ。にごったまま炊飯すると 
でんぷん質が沈殿し、上手に炊けない原 
因になります。 

•十分に水に浸す。 

•水の量を3%程多くする。または専用計 
量カップを使う。 

•よくかさ混ぜて気泡をとばす。表面に気 
泡がでさ、水が吸収されず上手に炊けな 
い原因になります。 

•別売の炊飯専用なベ （ RTR -03 D ) で3 
合を炊くと、ふきこぼれる場合があります。 




•機器を囲う油ガードなどを設 
置すると排気の流れが変わり 
炊さムラなどの原因になりま 
す。炊飯時は油ガードを取り 
除いて < ださい。 



n ン □■ごはんを炊く 
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魚の下ごし! 5 え 

•冷凍の魚： 完全 I こ解凍する •みそ漬けやかす漬けの魚： みそやかすをよ 

•生魚： 水洗いしたあと、水気をよくふき取る くふき取る 

塩焼きの下ごし!5え 

■鮮度や巧料にあった塩加減が必要です。塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなります。 

•さばやいわしなど脂肋巧が多い背の青い魚： •白身魚： 少なめに塩をして、おき時間は短めにする 

多めに塩をして、おき時間は長めじする 参… 魚やいか、えび、貝など： 焼く直前に塩をふる 


のポィ梦 


•魚の重量の約2%程度の塩をつけます。身の厚いところには厚く、うすいところにはうすくつけます。 
•尾やひれは特に焦げやすいので、多めに塩をつけてください。また、アルミはくで包んでおくと、焦 
げ方が少なくなります。 



ヴリルの準備 


1 • グリル焼網に油を薄く塗る 

2, 約1〜2巧間から焼き（予熱）をする 

焼き上がり後、巧料がグリル焼網に付着しにくく、取り出しやすくなります。 

•オートメニューモードで焼く場合は、予熱はしないでください。 

32 


ヴリル 


クリルの準備 


グリルをネリめて使う前にか6焼きをする 


I ， 徊包部巧をすべて取り除く 

•庫内の紙や徊包部巧をすべて取り除いてください。残っていると、発义の原因になります。 

グリル焼網や下义カバーを取り出す。 

•グリル焼網のフッ素コート加工がはがれるのを防ぐためです。 

〇, 約7巧間から焼きをする 

•部品に付着している加工油を焼き切ります。 

グリルの操作については::>34ページを参照してください。 

•排気□や排気 DJU 外からも煙が出ますが、異常ではありません。 

•から焼き時に、グリル過熱防止センサーが作動し、自動消义する場合があります。この場合、約5 
巧程度待ってから、再度点义操作をしてください。 


グリル焼網に魚を置く前に 


※から焼さ後、グ U ル焼網、下火カバーを正しくセットしてください。 
こ> M • ] 5ぺージ 


■両面焼グリルは、上义•下义両面か S 加熱するため、片面焼グリルに比べ煙がをく 
でたり、魚がグリル焼網にくつつきやすくなります。グリル焼網は魚などがくつつ 
きにくくなるようにフッ素コートを施してありますが、経年変化や魚の種類によつ 
てはくつつきやすくなる場合があります。魚を置く前に下の準備をしてくださし、。 


魚の準備 



グリル ■グリルの準備 





















グリル焼網に魚を置く 


魚は頭が則こ、尾が手前になるように置いて 
<ださい。 





1匹の場合 


2匹の場合 


3匹の場合 


マニュアルモード（手動調理）での义力と焼き時間の目安 



メニュー 

义力 

焼き時間の 

(上义一下义） 

目安 


あじの塩焼き 

強 一 強 

13 分 

さんまの塩焼き 

強 一 強 

11 分 

さばの短焼き 

強 一 強 

8 分 

さけの切身 

強 一 強 

9 分 

ぶりの照り焼き 

強 一 強 

7 分 

あじのひらき 

強 一 強 

9 分 

ししゃもなど 

強 一 強 

6 分 

赤魚のかす漬け 

弱 一 強 

11 分 

□ ーストビーフ 

強 一 強 

8〜9 分 

さけのホイル焼き 

強 一 強 

8 分 

とり肉の塩焼き 

弱 一 強 

11 分 

ピザトースト 

強 一 弱 

5 分 

アスパラのベーコンきき 

強 一 強 

5 分 

焼きりんご 

強 一 強 

7 分 

大あさり 

弱 一 強 

5〜6 分 

厚あげ 

強 一 弱 

8 分 

焼きなす 

強 一 強 

8〜12 分 

焼きおにぎり 

強 一 弱 

素焼さ 5 分►裏返したれ 5 分 

焼きもち 

弱 一 弱 

5 分►裏返し 2 分 



ク 

ツ 

ク 

ブ 

ツ 

ク 

の 

イ 

ユ 


>詳細は、クックブックをご参照ください。 


魚を取り出す 


はしをグリル焼網と平行に入れ、魚を輕く持ち上げる 
グリル焼網に付着した魚をはがします。 

•フライ返しを使ってはがしてから、はしで取り出すち法もあります。 

また、焼き上がる前に、魚をずらすとグリル焼網に付着しにくくなります。 


2 . 



魚を取り出す 


•両面焼グリルは、上下の加熱方式が違うので、表と裏の焼さ色が同じになるとは限りません。上乂、下乂それぞれの乂力調節 
こ34ページを利用してお好みの焼き色にしてください。 

•グリルを続けて使用する場合は曰分程度間をあけてください。庫内が高溫のまま焼を始めると中まで乂が通らないラちに自動 
消乂する場合があります。 


グリル ■グリルの準備 
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•庫内の温度がイ氏い場合は「9巧」と表示 
•庫内の温度が高い場合は「6巧」と表示 


※点义初期の1巧間はバーナーのそ備加 
熱のため、強制的に义力強となります。 
この間に义力変更した場合は、1み経 
過後に実際の义力が変化します。 


1 . 点乂する 

— I 

•点义/消义ボタンを押します。 



•グリル表示部に「9巧」 
と表示されます。 （ 《 ） 



2. 時間設定する 

•タイマー設定ボタンで焼き時間 
を設定する。 

タイマー設定 



3 ■ 义力調節する 

•义力切替ボタンを 
押す。 



① 

② 

③ 

(S) 

CS) 

di) 

上乂 999 

_ 

999 

V 

下乂 

A 

666 

CD 

CD 



④ 

CD 

9 

6 

CD 


① 


《1〜15巧まで1み刻みで設定できます。(庫 
内の温度がある程度上昇している場合は1 
〜8巧または1〜10み） 

※調理中にタイマー設定ボタンを押すと、加熱 
時間が変更できます。ただし、連,そ売使用時間 
は最大15みとなります。（庫内温度がある 
程度上がっている場合は8巧または10か 


※押すごとに4段階に 
切り替わります。 


ヴリル 



アルモードで焼く（手動 


調理する魚をグリルに入れる 


可;. 


( 

\ 

と。。し-+ 1お 爆 

g ⑩ r グ需 一 1jzr 

— f な で - 1 。 \— 

-- 

■H 



2電源ボタンを押す 


三 




I 

,1 た 



53 ^ 

青色に点义 'J 




3 


グリル操作部を開け 
て操作開始 



※点义時 


グリル ■マニュアルモ—ドで焼く (手動調理) 
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調理) 


A ミ主意 


〇 

Q 


■グリル皿はやけど注意ランプが消えてか!5 
取り出す。 

焼を上がり直後、グリル皿にたまった脂は高温に 
なっています。冷めてから水平にゆっくり取り出 
してください。 

■グリル使用時は魚を焼さすぎない 
魚に义がつさ乂災の原因になります。グリル庫内で 
魚などが燃えたり、たまった脂に弓 I 义した場合は、 
①点乂/消乂ボタンを押して消乂する 
⑨炎が消えるまでグリルとびらを開けない 
③消乂後、点検を依頼する 




•点火操作を繰り返すとさは、グリルとびらを開けて空気を入れ替えてか5行う。 
(多量にたまったガスに着火し、やけどの原因になります） 

•調理物（魚など）の種類によっては、グリル調理タイマーが作動する前に発乂する 
ことがありますので機器か5離れないようにし、焼さすぎにを意してください。 

•グリルを使用している場合、グリルとびらはゆっくり開閉してください。 

速い操作で開閉するとコン□やグリルの炎が消える場合があります。 


4. 焼さ加減の確認 


巧美り30秒になるとブザーでお知らせします。 
焼き加減を確認し、焼き足りない場合はタイ 
マーを追加してください。 



5 . 焼を上がり-自動消乂 


•設定時間になるとブザーでお知らせし、自動消义 
します。 



曾 



■■■> 


赤色に点滅 

※上下の焼きちが違うので、お巧みの焼き色になるよう調 
節してください。 


6. 消灯する 


•点义/消义ボタンを押して消义了する。 



曾 


《焼き上がつたらすぐに取り出してくだ 
さい。余熱で焦げることがあります。 
※点义/消义ボタンを押さなくても約1 
み経過後、自動的に消！ icr します。 

※操作部を収納するとき、手を挟みこま 
ないようにミ主意してください。 


グリル ■マニュアルモ—ドで焼く (手動調理) 
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ヴリル 


才ートメニューモードでホ巧く 


調理する魚をグリルに入れる 





2電源ボタンを押す 


グリル操作部を開け 
て操作開始 



•魚外はマニュアルモード 
(手動調理）で焼いてくださ 
い。 

•次の魚には才ートメニュー 
モードを使用しないでくだ 
さい。 

•みりん干し 
-めざし 

-うるめいわしの丸干し 
• 市販のみりん漬け 
-身欠さにしん 

焼け過ぎにより、焦げがひどくな 
り発火の原因となります。 


おいしく焼くために 


•グリル皿に水を入れない。 
•予熱はしない。 

•冷凍した魚は完全に解凍す 
る。 

♦オートメニューモードで調理 
中はグリルとび5を開けな 
い。 

•種類や大ささの異なる魚を同 
時に焼かない。 

•一匹の場合は左ちどち!5かに 

置く。 


才ートメニューを選択する 


♦才ートメニューボタンを押す。 


強め 

干物 

標準 

切身 

弱め 

姿焼 


姿焼^の身^干物 


♦焼き加減ボタンを押す。 



強め 

干物 

標準 

の身 

弱め 

姿焼 



標準 ^ 強め ^ 弱め 


2 . 点火する 

— I 

»グリルの点义/消义 
ボタンを押す。 





赤色に点の 


♦才ートメニューが 
確定します。 

※とりけしボタンでオート 
メニューモードを取り消 
しできます。 


3- タイマー終了 


•残り30秒になるとブザーで 
お知らせします。 


•再度タイマー設定ができま 
す。 

焼き加減を確認し、焼き足 
りない場合は、タイマーを 
追加してください。 


グリル ■才 I トメ I I ュ I モ I ドで焼く 
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次のことをお守りください 


•続けて焼く場合に、庫内温度が高いとオートメニュー 
ボタンを受け付けない場合があります。その場合は、 
グリルとび5を開けて庫内が冷めるまで己分程度待っ 
てか!5お使いいただくか、またはマニュアルモード（手 
動調理）でお使いください。 

•才ートメニューモードで焼さ上げ後に焼さ足したい場 
合、必ずマニュアルモード（手動調理）で焼さ足しを 
行ってください。 

•魚を一度焼さかけて消乂し、再度点火して調理する場 
合はオートメニューモードでは焼かないでください。 
(魚が焼けすざてしまいますのでマニュアルモードをお 
使いください） 

•焼き上がった5すぐに取り出してください。を熱で焦 
げることがあります。 


プ安ポィを 


•点火30秒後にオートメニュー、点火90秒後に焼さ 
加減が確定します。 

•とりけしボタンを押すとマニュアルモード（手動調理） 
に設定されます。 


5. 消灯する 

•点义/消义ボタンを押し 
て消か了する。 

化跨 

W 


※点义/消义ボタンを押さなく 
ても約1巧経過後、自動的に 
消のします。 


焼き加減の確認 4. 焼き上がり•自動消乂 



ヒこピく 

ピピ 
ピピミ 


タイマー設定 



•設定時間になるとブザーで 
お知らせし、自動消义しま 
す。 



、♦み 夕' 




赤色に点滅 


グリル ■才 I トメ11ュ I モ I ドで焼く 
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ヴリル 


才ートメニューモードでホ巧く 


•魚の種類や大きさ、状態（脂ののり具合、季節や鮮度）により、オートメニューと焼さ加減を選んでください。 


才—卜 


メ 


焼き加減 

弱め 


焼き加減 

標準 


焼き加減 

強め 



■ル さめの小魚 
(約 50 gLU 下） 
きす-ルあじ 

■塩漬け 
塩さんま 


■中程 度の生魚 
(約100〜200 g ) 
-あじ 
-いさ寒 
1〜3匹 
-さんま 
-いわし 
-おゆ 
" I 〜4匹 
-たい（ル）1匹 
(300g 下） 

. きす1〜4匹 
(50 g ) 


■大きめ の生魚 
(約 200 g ~ 400 g ) 
-あじ 
-いさ香 
3〜4匹 

-たい1匹 
(約300〜400 g ) 



■照り焼き 
ぶり-さわ6 

■みそ 漬け 
さわ6-甘だい 


■生魚 

生ざけ 

さば 

ぶり 

すずき 

たい 

甘だい 

■塩漬け 
-甘塩ざけ 
-塩さば 


■光沢の ある魚 
-まながつお 
-たちうお 
-さわ6 



■ル さな 
半生の干物 
ししゃち 


■ 一夜干しのひらき 
-あじのひ6き 
-干しさわ6 
-かますのひ6き 
-干しかれい 
1〜2枚 


■大きな ひ6き 
ほっけのひ6き 


1〜2枚 


グリル ■才 I トメ11ュ I モ I ドで焼く 
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魚の置き方 


ポイント-お願い 







■頭を 奥(こ 


一匹は左ちどち6かじ 



二匹じ(上は均等に 


■皮 面を上向き(こ 

■身のう すい部分を外 
側じして左ちどち6 
かじ 






■尾- ひれをきれいに焼く 
-多めの塩を塗る 
-アルミはくで覆う 

■义 通りをよくする 
-皮面に切り A みを入れる 

■みそ 漬け-照り焼きをきれいに焼く 

•表面のみそ漬けたれを十分(こふき取り、弱めで 
調理する 

■厚みの ある魚など（切身 2.5 cm 、 姿 4 cm を超え 
るもの）は中まで义が通りにくいので、手動で様 
子を見なが6焼いてください。 

■干物は 乾燥しているほど焼けやすくなっていま 
す。 

■ふり 塩の量や種類、照り焼きなどは漬け時間、漬 
けたれの配合じよっても焼き色が濃くなったり、 
薄くなったりすることがあります。 


4切]:: I 上は身の薄い部 
分を外側に向け、左ち 
対称に 


■頭を 奥(こ 

■開きな どは皮面を下向きに 
(反6ず(こきれい(こ焼ける） 


グリル 圓才 I トメ11ユ I モ I ドで焼く 
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2 

3 

4 < 


電源ボタンを押す。 

グリル操作部を押す。 

消义していることを確認する。 

□ックボタンを3秒じ I 上長押しする。 
表示部に 


呼 





と表示されブザーでお知らせします。 


• □ック表示ランプ、□ックボタンランプが点义了および電源ランプが点滅 
し、□ックされます。 


• □ックされているときは電源ボタンのみ「入/切」ができます。 
また、電源を入れたとき、電源ランプが点滅します。 



-rO 


□ックを解除するとき 



□ックボタンを3秒じ I 上長押しする。 
表示部に 




青色に点滅 


と表示されブザーでお知らせします。 


• □ック表示ランプ、□ックボタンランプが消火了および電源ランプ 
が点か J し、□ックが解條されます。 




音声お知らせ機能 


青色に点の 


次回操作するときには前回設定した音声-音量でご®用できます。 

標準....安を機能の報知やネクストガイドをします。 

親切••-•設定内容をお知 S せするので操作の確認をすることができます。 
音声切...ブザー音のみの設定になります。 


音声ガイドの設定 


音量の設定 


1 > グリル操作部を押す 
し 音声ガイド選択ボタンを押す 



1 > グリル操作部を押す 
音量ボタンを押す 



— ► 


親の 


親の 


親祝 

標準 

— ► 

標準 

— ► 

標準 

音声の 


音声の 


音声の 


? ((中]- ► (0>1|-^ •(0>1 


(大） 


(ル） 


(標準） 


その他の機能 


ック機能 


コン□やグリルの操作がでまないよ 5 に、□ツクすることがでをます。 

I □ックするとき 


I その他の機能 
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0 

使 

つ 

て 

は 

い 

け 

な 

し、 


傷の原因となります C 

巧 


スポンジたわし裏面（硬い） ナイ□ンたわし 


礙 

コンた： 

A 



たわし 


金属たわし 


クレン ザー 


クリームクレンザー 


国 


みがき粉 



歯みがき粉 


はがれ-表面の変質-変色-さび-割れ-トッププレートのタト周枠はがれの原因になりまず 

Jtn ^ ( ft 曹 


8 


酸性•アルカリ性洗剤 
漂白剤 




シンナー 
ペンジン 
アルコール 


弱酸性洗剤 
弱アルカリ性洗剤 



ごとく 

排気□カバー 
重曹にはお使いいただけまず。 


故障の原因になりまず。 

•機器内部に洗剤が入ると、電子部品に付着して 
作動不良や腐食して、故障の原因になりまず。 

必ず巧に含ませてからお手入れしてください。 


直接かけて使っては 
いけないもの 


スプレー式 
，洗剤 


弓 I 火して火災の原因になりまず C 


絶巧に使っては 
いけないもの 


可燃性 スプレー 
浸透液 
潤滑剤 


ス殷绽おし 歯ブラシ 



やわらかい巧 台所用中性洗剤 

(野菜-食器洗い用) 


广 

トツ; 

ププレート（ガラス面）- V 



を 

ガラストップ専用 iv^l 
クリーナー（別売） 



レ 

メラミンフ オーム 
スポンジ 

J 


♦道具や洗剤を目立たない部分で試してか!5、使用してください。 

参食器洗い乾燥機で洗う場合、洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書もよく読み、使ってよい洗剤か確認し^ 
てください。 4 I 



曰常の点検とお手入れ 


1 


日常点検をしましょう 


部品が正しくセット 
されていますか？ 


1 


►バーナーキャップ、ごとく、排気□カバー、下乂カバ 
一などは正しくセットされた状態でお使いください。 
0 14- 15ページ 


つまり、たまり、ミちれ 
はありませんか？ 


参バーナーの炎□び煮こぼれなどでつまっていませんか。 
•立消え安全装置（炎検知部）び煮こぼれなどでちれて 
いませんか042ページ 

♦グリル皿に多量の脂びたまっていませんか。043ぺージ 
♦グ IJ ル庫内び脂で巧れていませんか。 


お手入れの手順 


1•やけどミ主意表示が消のし、機器がを 
めていることを確認する 

罪 

2•ガスを（ねじガスを）を閉める 

罪 

3. □ックをかけるか、電源プラグを巧く 

罪 

4. 手袋をはめてお手入れを開始する 




お手入れ後は、必ず水ぶきし、乾いた巧で而き取り、 
水気や洗剤を残さないようにしてください。 


お手入れの道具と洗剤について 


一日常の点検とお手入れ 


作ってょい 
















































お手入れのしかた 


お手入れのポイン 


ガラストッププレート 


I 巧れたらそのつ 
ど、やわらかい布 
やスポンジでふ 
き取り、乾いた布 
で仕上げます 


ミちれがこびりついたとき 


>そのままにしておくと、くもりび残ったり、焦げついてち 
れびとれにくくなります。また、砂糖やしよう油を含んだ 
ちのをこぼすとこびりついてとれにくくなります。 


巧 




1. 台所用中性洗剤と水を含ませたキッチンペー 
パーでミちれた部巧を湿らせておきます。 

2. ミちれが浮いてきたらやわらかい布やスポンジ 
でふき取ります。 


それでもミちれがとれないとき 


1•くしやくしやにしたラップに、ガラストッ 
プ専用クリーナーを適量塗り、こすります。 
2•ミちれがとれたら、やわらかい布やスポンジ 
で水ぶきし、乾いた巧で仕上げをします。 

※研摩性の高いクレンヴーの場合はガラスに傷びつく可能性びあります。 


I トッププレートはねじ固定しています。取りはずさないでください。 

I ドライバーなど先の鋭いちのやミガキ粉などは、ガラス面 
および、ノくーナー U ングの塗装部分を傷つけますので使わ 
ないで<ださい。（万一塗装びはびれてち、そのままお使い 
いただけます） 

I トッププレートには、安全に関する注意ラベルび貼付して 
あります。はびれたり、読めなくなった場合は、お買い上 
げの販売店、または当社事業所にご連絡してラベルを再購 
入し、張り替えてください。 


ワ令ポイ梦 


•当社別売のガラストップ専用ク U —ナーおよび、当社推奨の 
スクレーパー（焦げつさそぎ取り用）をお使いいただくと上 
手にお手入れびでさます。お求めの場合は、お買い上げの 
販売店へお問い合わせ<ださい。購入先び不明の場合は当 
社事業所にご相談ください。また、スクレーパーは、お近く 
のホームセンターなどでお買い求めください。 

060ページ必ずガラス面のみにお使いください。 


立消え安全装置（炎検知部） 
電極（点义プラグ） 

温度センサー 


ミちれがこびりついたとき 


立消えち全装置と電極 温度センサー 


■巧れたらそのつど、やわらかい 
布などで汚れをふき取ります 

♦ちれたままにすると、点火不良や途中消 
乂するなどの原因になります。 


•突起に注意して歯ブ 
ラシでお手入れしま 
す。 


立消安全装置 
(炎検知部） 



電極（点火プラグ） 

起(し江局、 


•片手を添え、かたくし 
ぼった布で頭部と側面 
のミちれをふき取る。 



ごとく（ホー□一） 

排気□カバー（ホー□一） 
下义カバー（ホー □ 一 ） 

バーナーキャップ上部 


ミちれがこびりついたとき 


1 . 台所用中性洗剤と水を含ませたキッチ 
ンペーパーでミちれた部巧を湿らせてお 
きます。 

2•ミちれが浮いてきたらやわらかい布やス 
ポンジでふき取ります。 


それでもミちれがとれないとき 


1•煮洗いするとさらにミちれを 
落しやすくなります。（水を 
入れた大きな鍋にごとくな 
どを入れ30巧程加熱する） 

2.水洗いし、水気をふき取り 
ます。 





A ミ主意 


〇 


■バーナー丰ャップを水洗いしたとさは水気 
をじゅうぶん切ってか!5セットする 
炎□が詰まったまま使用すると異常燃焼の原因 
になります。 


I お手入れのしかた 
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•バーナーキヤツプ下部 
•バーナー 

•バーナーリング（クリアコート) 


•バーナーキャップ上部と 
バーナーキャップ下部を分 
解しないでください。 



バーナーキャップ上部 

バーナーキャップ下部 


■巧れをふき取ります 

•バーナーキャップ部は目づまりしていたら、炎□を歯ブラシや針金など 
でお手入れします。（目づまりや汚れは、不完全燃焼や燃焼不良の原因に 
なります） 

♦バーナー本体側の表面は洗剤とやわらかい布-やわらかいスポンジなど 
で而さ取ります。中性洗剤外は使用しないでください。 万一 、表面の 
黒色塗装びはびれてち、そのままご使用いただけます。 

♦煮洗いや水洗いをしたあとは水気を十分に而さ取ってからセットしてく 
ださい。（水気び残っていると点火しにくくなります） 

•バーナー U ング周りや凹部は、歯ブラシなどでお手入れします。巧れび 
たまると、ごとくび安定しない原因になります。 

•つまよラじなどの硬いわのでお手入れしないでください。バーナー U ン 
グとガラスの間のパッキンにキズびつくと煮こぼれび機器内部に入り、 
機器を早くいためる原因になります。 


針金 





•グリルとび6ガラス 
•グリルとび6 
•グリル皿受け 


ミちれがこびりついたとき 


♦台所用中性洗剤と水を含ませた紙で巧れた 


部分を湿らせ、水洗いします。 

♦酸性やアルカ U 性洗剤を使ってグ IJ ルとびらを洗ラと、パ 
ネル部の変色やはびれ、さびの原因になります。必ず、中 
性洗剤を使ってスポンジで洗ってください。 

♦食器洗い乾燥機でグ U ルとびらは洗わないでください。グ 
U ルとびらを洗浄すると、パネル部の変色やはがれの原因 
になったり、水びグ U ルとびら内に残ります。 


•グリル皿（クリアコート） 
•グリル焼網（フッ素コート） 

■巧れたらそのつど、やわらかい布 
やスポンジでお手入れをします 


♦台所用中性洗剤と水を含ませたキッチンペーパーでちれた 
部分を湿らせておさ、ちれび浮いてさたらやわらかい布 
やスポンジで而さ取ります。 

♦グ U ル焼網は、使用しているラちに、魚びくっつさやすく 
なったり、フッ素コートびはがれることびあります。 

(交換部品として準備しております。0 60ページ） 


♦そのままにしておくと、シミび残ったり、 

変色することびあります。 

•硬いブラシやたわし、また中性外の酸性-アルカ U 性洗剤を使用しないでください。 

はびれ-変色-シ S • キズの原因になります。 

•使用しているうちにグリル皿の透明なク IJ アコートび変色することびありますび、巧れ落ちの効果は変わりません。 
•グ U ル皿中央部に力をかけすぎるとグ IJ ル皿び変形してグ U ルとびらび出し入れでさなくなります。力をかけすぎ 
ないで < ださい。 




. グリル庫巧 ■使用後はそのつどやわらかいホやスポンジでふき取る 

- •脂巧れは台所用中性洗剤や水を含ませたやわらかい布やスポンジで而さ取ります。 

■乾いた布で仕上げをする 


!• 本体前面パネル 


■巧れたらそのつど、やわらかい布やスポンジで 
ふき取り、乾いた布で仕上げます。 


〕ン□•グリル操作部 


■巧れたらそのつど、乾いた、やわらかい布でふ 
き取ります。 

♦酸性*アルカ U 性洗剤やスプレー式洗剤を使用しないでください。 
操作ノ（ネルの変色やはびれの原因になります。 








































電源が入りにくい 
(又は入6ない） 


電源を入れたとき、 
切ったあとや使用中、 
消义後に音がする 

-「ポン」と音がする 
-キシミ音がする 
•モーター音がする 
- r シャ ー 」と音がする 
-点义初期(こ「ポッ 
ポッ」と音がする 


点义すると他のパー 
ナーもスパークする 


点乂/消义ボタンか 
6手を放してもスパ 
ークしている 


使用やに ••• 

-調理中(こ消乂する 
-ミ由が高温になって 
も自動消义しない 
-点义してもすぐ消 
える 

-义力が変わる 
-なべ底がひどく焦 
げついて消义した 
-揚げものがうまく 
できない 

-ル义(こなって1分 
後に消义する 


•お 手入れなどで誤って触れても入6ないようにしていま 
す。他のボタンより長くの .3 秒）押してください。 


•コン □バーナー使用後に「ポン」という乂の消えた音 
のする場合がありますが、異常ではありません。 


•点义 後や消义後にキシミ音がでますが、加熱や冷却さ 
れるときに、金属が膨張収縮して起こる音で、異常で 
はありません。 


•义 力を調節するときの機器内のモーターの音です。異 
常ではありません。 


•機器 内を冷却するためのファンの音です。異常ではあ 
りません。 


•コン □バーナー使用中「シャー」と音がでますが、燃 
焼するガスの通過音で、異常ではありません。 


機器が冷えているが態でグリルに点义するとしば6く「ポ 
、ソポッ」と音のする場合がありますが、異常ではあり 
ません。機器が温まると音はなくなります。 



•他の バーナーも同時にスパークします。異常ではありま 
せん。 


•点义 /消义ボタンか6手を放してもスパークがつづきま 
す。（最長約10秒）異常ではありません。 


广 

•なべを 置いていますか？ 

なべを置いていないと点义しません。 

17-24 

•なべの 形がや材質が適していますか？ 


•なべ 底が温度センサーと密着していますか？ 


•なべ 底や湿度センサーが巧れていませんか？ 


•油の 量はあっていますか？ 

なべの形がや材質、油の量によっては油の湿度が設定 
湿度より高めになったり低めになったりする場合があ 
ります。設定温度を加減してお使いください。 

16.17 

22 • 23 

25 • 26 

•か 6焼きにおい調理をしていませんか？ 

•なべの 温度が高温になると、過熱防止のため自動的に 
义力を切り替えます。ル义な大义を繰り返し、このが 
態が30分間続くと自動消乂します。 

•ル义 になると支障のあるときは、センサー解除ボタン 
を押すと、高湿での調理ができます。 



よくあるご質問 （ Q & A ) 


间 


参照ペー 


よくあるご質問 ( Q & A ) 
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( 

•湯 わかしに適したなべを使用していますか？ 

22 • 23 - 29 

•なべ 底が湿度センサーと密着していますか？ 

•水の 量は適切ですか？ 

標準バーナー：水量 500 m C 〜2 C が適切です。 

強义カバーナー：水量500 m C 〜3 C が適切です。 

•加熱 中になベを動かしたり、水をかき混ぜたりしてい 
ませんか？ 

29 

•一度 わかしたお湯 （70 でじ(上）を再び湯わかしモード 
でねかしていませんか？ 

100でより低めで沸とうしたと判断する場合があります。 

— 

•カスタマイズ 機能で、お知6せ時間を変更していませ 
んか？ 

58 • 59 


湯わかしモード使用 
してち 

* お湯がめるい 
-お知らせが遅い 
-ふきこぼれる 


上手に炊飯ができない 

-ふきこぼれる 
-ご飯がかたい 
-ご飯がやわらかい 
-ご飯が焦げる 


•炊 飯に適したなべを使用していますか？ 

23 • 31 

•なべ 底にセンサーが密着しいますか？ 

22 

•米の 量、水の量は正しく計っていますか？ 

31 

隹 よく洗米しましたか？ 

めか分が残っていると焦げやすくなります。 

— 

•浸 しおき時間は十分ですか？ 

31 

洗米してすぐ炊飯するとご飯がかためになります。 


45 


网 


参照ペー 


使用中に一 

- 調理中に消义する 
-ミ由が高温(こなって 
も自動消乂しない 
-点乂してもすぐ消 
える 

-义力が変わる 
-なべ底がひどく焦 
げついて消乂した 
•揚げものがうまく 
できない 

-ル义になって1分 
後(こ消义する 


( 

争 フライパンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 
フライパンやなべを持ちあげるとル乂になります。ル 
义になると支障のあるときは、センサー解除ボタンを 
押すと、調理できます。 

17 - 25 

•長時間 使っていませんか？ 

点义後コン□は約120分で自動消义し、消し忘れを防ぎます。 

16 - 52 

争 冷凍食品や冷凍したなベをそのまま調理していませんか？ 
解凍してか6調理してください。 

— 

•カレー やシチューなどとろみのある料理を強义で再加 
熱していませんか？ 

水を加え弱义で様子を見なが6かきまぜて調理してください。 

— 

•カラメ ル、みその加熱など水分のほとんどない料理や 
中义で調理していませんか？ 

焦げつきがひどくなる場合があります。 

— 

•湿度 センサーが高湿になっていませんか？ 

安全機能がはたらいて消义した場合、湿度センサーの湿度が下がるまで 
点义してもすぐ散します。 

水を入れたなべやめれふきんなどで温度センサーを冷やしてください。 

50 

機器下方のキャビネ、ソトとび6を早く開閉していませんか？ 
早く開閉すると消义することがあります。ゆっくり開 
閉してください。 

25 


よくあるご質問 ( Q & A ) 






















































グリル使用時 

-焼けすぎる 
-焼け足りない 
-焼けムラ 
-煙が出る 

• 才ートメニューでう 
まく焼けない 
•才ートメニューボタ 
ンを受け付けない 
. タイマーがセツトで 
きない 


•完全に 解凍していますか？ 

32-33-38-39 

•みそ や粗は取ってか6焼いていますか？ 

•焼き 加減の設定、魚の置きちは合っていますか？ 

•グリル 下义カバーが巧れていませんか？ 

42 

•庫 内温度が高くなっていませんか？ 

庫内湿度が高すぎると、オートメニューは受け付けま 
せん。タイマーは設定できる時間が短くなります。 

34 - 37 

•グリルと び6は確実に閉まっていますか？ 

•脂の 多い魚などを焼くと煙が多く出るため、排気□じ （ 

外か6も煙が出る場合があります。 

— 

•初めて グリルを使うときグリルや排気 QL ソ外か6煙や 
臭いがでます。グリルには加工油を使っておりその油 
を焼き切るためで異常ではありません。 

32 

•食材 にあった义力調節をしてください。 

33.34.38 


コン□やグリルの操作で 
レンジフードフアンが連動 
しない（赤外線反射式） 


コン□やグリルを停止して 
もレンジフードフアンが停 
止しない 


46 


< 

•コン □部、レンジフードファンの発信部または受信部 
がちれていませんか？ 

•赤外線 発信部か6の信号がさえぎ6れていませんか？ 

21 

春 レンジフードファンが常時換気設定の場合やレンジフードフ 
ァンタイマーが作動中は停止しません。すぐに停止したい場 
台はレンジフードファン側の停止用ボタンを押してください。 

21 


よくあるご質問 （ Q & A ) 


间 


参照ペー 


上手に炊飯ができない 

-ふきこぼれる 
-ご飯がかたい 
-ご飯がやわらかい 
-ご飯が焦げる 



•炊 飯途中にふたを開けませんでしたか？ 

30-31 

•炊き 上がった後、10〜15分程度む6していますか？ 

•む 6した後、ごはんをかき混ぜていますか？ 

•炊き こみごはんではありませんか？ 

白米にく 6ベ焦げやすくなります。 

31 

•銘柄 や産地、保を期間により炊きあがりのかたさや粘り、 
食□末が変わります。 

— 

•無 洗米を使っていませんか？ 

1、2度洗米し、3%ぐ6い多めに水をいれて、必ず浸 
しおきをして炊飯してください。 

31 

争 コン□調理タイマー、またはグリル調理タイマーが終了していませんか？ 
再点义してください。 

、 

17.18.19. 

33.37.50 

•グリ ル庫内が高温になっていませんか？ 

庫内が冷めるまで約5分程度待ってか6使用してください。 

•グリルと び6を速い操作で開閉していませんか？ 


よくあるご質問 ( Q & A ) 





































































停電時のご使用について 


非常用電池ケースに単3形アルカリ巧電池 (1.5 V ) 6個をセットすると、標準パーナーのみ約10時聞 
通常どお0ご®用いただけます。 

•乾電池の消耗を抑えるため、ランプ、表示部の明るさが暗くなりますが異常ではありません。 
•乾電池は非常用です。 100V 通電状態で入れたままにしないでください。 

そのままにしておくと乾電池の液漏れ、発熱の原因となります。 

[乾電池セットち法 


1 , 機器がぶめていることを確認する 

し 非常用電池ケースの[押：開]付おを指で押す 
電池ケースが少し引き出される。 

〇, 電池ケースを止まるところまでゆっくりと引き出す 


中ふた 


4, 中ふたを取りはずし、乾電池を入れる（手前のツメを奥に押し込みながら取りはずします） 

新品の単3形アルカリ乾電池 （1• 5V) 6個を図のように+、一を確認して正しくはめ込んでく 
ださい。 

※新しいアルカリ乾電池外の乾電池をご使用の場合、作動しない、または作動時間が極端に短く 
なることがあります。6個全て新しいアルカリ乾電池をご使用ください。 



£}• やふたを取りがけ、電池ケースを奥までしっかり押し込む 

※中ふたは、奧のツメを引っ掛けてから手前に倒してください。 

I 停電復帰時のご使用について— 

停電が復帰したとまは直ちにを電池をはずしてください。調理中に停電が復帰すると、途中消义（自 
動消义）しまず。乾電池を入れたままでは使用できません。 

巧電池の液漏れ•巧熱を防止するため、巧電池は於ずすべて電池ケースか S はずして保管してください。 

乾電池の短絡や発熱、液漏れ、破裂により、けがややけどの原因になりますので、下記の内容を必ずお守り< 
ださい。 



停電時のご使用について 


•異種の乾電池を混ぜたり、新しい乾電池と古い乾電池を混ぜたりして使用しないでください。 
•乾電池を電池ケースに入れる際、向さを間違えないでください。 

•乾電池は充電、分解、加熱、火の中へ投入しないでください。 
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こんな場合は 

調べてください 

参照ぺージ 

①点义しない 

- 点义しにくい 
• スパークしない 
•点义してもすぐ消える 

•ガス栓（ねじガス栓）を全開にしていますか？ 

— 

♦ L P ガスがなくなりかけていませんか ？ （L P ガスをご使用の場合） 

— 

•ガス配管に空気が残っていませんか？（長時間使用していなかった 
り、葫一番など）点乂操作を繰り返してください。 

— 

• 電源は入っていますか？停電時は乾電池でご使用いただけます。 

24 • 34 • 
36 - 47 

参バーナー炎□がつまっていませんか？ 

42 • 43 

♦電極（点义プラグ)、立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキャップ 
がめれたり、巧れたりしていませんか？ 

♦バーナーキャップが正しくセットされていますか？ 

15 

•アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

6 

♦なべを置いていますか？ 

なべを置いていないと点乂しません。 

17-24 

•□ックを解除していますか？ 

40 

• ブザーが鳴って消乂しましたか？ 

50 • 52 

•温度センサーが高温になっていませんか？ 

安全機能がはた6いて消乂した場合、温度センサーの温度が下がるま 
で点乂してもすぐ消乂します。 

水を入れたなべやめれふきんなどで温度センサーをぶやしてください。 

50 

♦グリルはコン□にくらべ点乂に時間がかかります。 

— 

②炎の状態がおかしい 
- 炎が安定しない 
- 炎が黄色い、赤い 
- 異常音をたてて燃える、 

消元る 

. 炎が巧一でない 
- 使用や炎が消える 
. なべにすすがつく 

♦バーナー炎□がつまっていませんか？ 

42 • 43 

♦電極（点乂プラグ)、立消え安全装置（炎検知部)、バーナー丰ャップ 
がめれたり、巧れたりしていませんか？ 

♦バーナーキャップが正しくセットされていますか？ 

15 

♦アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

6 

• ブザーが鳴って消乂しましたか？ 

50 • 52 

♦風が吹き込んでいませんか？ 

♦ 扇風機やぶ暖房機器の風が当たっていませんか？ 

9 

•コン□バーナー使用中に機器下方のキャビネットとび6を早く開閉す 
ると消乂することがあります。ゆっくり開閉してください。 

25 

•加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムが燃えて炎が赤くなる 
ことがありますが、異常ではありません。 

— 

•グリル使用時にコン□を使用すると焼物の塩分（ナトリウム）やカル 
シウムが燃えて、炎が赤くなりますが、異常ではありません。 

♦バーナーの炎は電極（点乂プラグ)、立消え安全装置（炎検知部)、ご 
とく部分などで炎が短くなっています。異常ではありません。 

•換気をしていますか？ 

6 

• 义力調節時に一瞬炎が黄色くなったり大きくなる場合がありますが異 
常ではありません。 

— 


たら 


故障かな？と思 


故障かな？と思つたら 
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こんな場合は 

調べてください 

参照ぺージ 

③ブザーが鳴った 
.数回鳴った 
- 鳴り続ける 

•安全機能が作動しています。確認してください。 

50 • 52 

④ランプが点滅する 

- 操作部のモードランプ 
-点义時にランプが点約して 

-電源ランプが点滅している 

• 自動消乂した後、使用したコン□またはグリルの点乂/消乂ボタンを 
押して、消乂の状態にしてください。 

28,29- 
31 • 35 • 37 

•特殊な操作で入るデモモードです。故障ではありません。点乂操作を 
やり直してください。 

— 

♦なべを置いていますか？ 

17 • 24 

♦機器を□ックしていませんか？ 

40 

⑥部品が変色する 

-表面が変色する 
-ごとくが変色する 

•酸性やアルカリ性洗剤を使用していませんか？ 

41 • 43 

•ごとく先端は、炎が当たり白くざらざらになります。異常ではありま 
せん。 

— 

⑥電源を切った後もやけど 
ミ主意表示が消えない 

•機器が高温になっています。お手入れできる温度になると消のします。 

9 

•コン□上に熱いなべを置くと使用していない状態でもランプが点のし 
ます。 

— 

③電源を切った後も冷却 
ファンが止まらない 

•機器保護のためぶ却します。安全な温度になると停止します。 

— 

• ビルトインオーブン使用時など、コン□本体が熱くなった時もぶ却フ 
ァンが作動することがあります。 




































■安全機能がはた 5 くと「ピー」とブザーが鳴って消火し、表示と音声、点火/消火ボタンの点滅でお知!5せ 


r 





天ぷら油過熱防止機能作動 


mi 

高温自動温度調節機能作動 



焦げつさ消火機能作動 

ピー己回 




-" 1 

感震停止機能作動 



温度センヴー過熱防止機能作動 

V 




ピー 3 回 

- ] 


1 

立消え安全装置の作動 


-] 



点火時に着乂しなかった 


鍋なし検知 エラー 


- 1 

m 


グ LU レ過熱防止センサーの作動 


- 1 

幽 


電池電圧低下 エラー 
(停電時対応乾電池使用時） 



ブザーが鳴って次の表示が出たときは 


たら 


故障かな？と思 


故障かな？と思つたら 
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調理油び高温になり、自動的に火力調節したび、 
更に温度び高くなった。 

またはこの状態び30分上続いた。 

煮わのなどを調理中になべ底び焦げついた 
から炊さをした 

♦ 調理油*なべび冷めるのを待ってから再点火する。 

• 温度センサーび高温のままの状態は、点火しても手を 
離すと消火する場合びあります。 

• 「よくあるご質問 （QSiA)」 を確認する。 

♦ やけどに注意して再点火を行ラ。 

♦ 煮わのなど料理の具合を確認する。 

\ 

16-17 

44 - 45 

機器本体び震度4上の揺れを検知した 

♦点火/消火ボタンを押して、消乂の状態に戻す。 

17 

異常を検知しました 
部品び故障しています 

•電源ボタンを切り、電源プラグを一度抜いてください。 
♦再使用時に、同じ現象び出る場合はガス栓（ねじガス粉 
を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはガ 
ス事業ちにご連絡 < ださい。 

61 

J 


煮こぼれや風などで火び消えた 

• 「故障かな？と思ったら①、②」を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってから再点火を行ラ。 

N 

16-17 • 

24-48 

着火しなかった 

鍋なし検知び作動した場合など 
なべびないため点火しなかった 

グ U j レ庫内の温度び異常に高くなった 

♦約己分グ U j レ庫内び冷えるのを待ってから再点火を行う。 
♦作動中（グ U ル過熱防止センサーび高温のままの状態） 
は、点火しても手を離すと消火します。 

17.33. 

37-46 

停電時、非常用電池ケースに電池を入れて使用 
中、電池び消耗した 

♦新しし儀電池と入れ替えてください。 

47 

J 


処置と再使用時の注意 


故障かな？と思つたら 
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ブヴーび鳴り続ける 
(約8秒） 


化 ..-—.; 

B 

■"• -"1 IM-- 

基板エラー 
電子部品の故障 

一…い*" 

a 


ヴー S スタ断線エラー 
ヴーミスタ回路エラー 

- 1" -" ■ 

苗 

，，… 

冷却フアン-表示部ヴー S スタ断線エラー 
冷却フアン-表示部ヴーミスタ回路エラー 

: 

B 


ヴー S スタ断線エラー 
ヴーミスタ回路エラー 

J 

a 


f 一夕一位置エラー 

: 

お 


感震器断線エラー 

-； 

B 


点火/消火ボタン連続押しエラー 
センサー解除ボタン連続押しエラー 

j 

ea 


冷却フアンエラー 

.： 

曲 


元電磁弁故障 

.： 

i 

1 

セーフティバルブ故障 



r 

ピー3回 


曲: 

ィ 

■M- 

V 

消し忘れ消火機能作動 


-■1 

曲‘ 

: 

センサー解除 f ー ド終了 


ピー]回 
(約2秒） 

V 


B 

1 

因 

1 

調理タイマー終了 



B 

_ k i _ 

T T 

才_トメニューモード終了 
マニュアルモード終了 



画 

1 

图 

1 

ごはん f ー ド終了 


1 


1 

湯わかし f ー ド終了 
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処置と再使用時の注意 




点火後約2時間または設定した時間びたち自動 
消火しました 

♦点火/消火ボタンを押して、消火の状態に戻す。 
♦続けて使用する場合は、再点乂を行う。 

16.17. 

S 4 • 35 • 

37 

センサー解除 f ー ドで約30分たち、自動消乂 
しました 

設定した時間びたち自動消火しました 

♦点火/消火ボタンを押して、消火の状態に戻す。 

28-46 

オートメニュー f ー ドで焼さあびり自動消火し 
ました 

設定した時間びたち自動消火しました 

♦点火/消火ボタンを押して、消火の状態に戻す。 

35 - 37 

ごはん f ー ドで炊さあびり自動消火しました 

♦点火/消火ボタンを押して、消火の状態に戻す。 

31 

湯わかし f ー ドで沸とうして、自動消火しまし 
た 

•点火/消火ボタンを押して、消火の状態に戻す。 

29 

J 


異常を検知しました 
部品び故障しています 


>電源ボタンを押して消灯し、電源プラグを一度抜いて 
ください。 

>再使用時に、同じ現象び出る場合はガス栓（ねじガス粉 
を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはフ 
IJ ー ダイヤルにご連絡ください。 
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故障かな？と思つたら 
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音声ガイダンスのご紹 


>主な音声は下の通りです。※コン□使用時は操作されたコン□を報知します。 




報知要因 

ブザー音 

親切モード 

標準モード 

電 

源 

□ 

ツ 

ク 

電源ボタン日 N 

ピッ 

「電源び入0ました」 

- 

電源ボタン日 N (非常用乾電池同時接続） 

ピピツ 

「電源び復帰しました」 
「乾電池を抜いて < ださい」 

「電源び復帰しました」 
「乾電池を抜いて < ださい」 

電源日 FF 

電源日 N 状態での電源ボタン押下時 

ピッ 

「電源を切りました」 

- 

オートオフ作動 

ピピツ 

「電源を切ります」 

- 

□ックボタン長押し時（操作□ック設定時） 

ピッ 

「□ック設定しました」 

- 

□ックボタン長巧し時（操作□ック解除時） 

ピー 

にック解除しました」 

- 

□ックボタン1；(外のボタン操作時（通常受け付けボタン） 

ププー 

「□ック中です」 

「□ック中です」 

□ 

ン 

□ 

パ 

ネ 

ル 

操 

作 

点火/消乂ボタン 
ON (点乂時） 

「止」^「亂 

センサー設定時 

点 

乂 

なべありの場合 

ピピツ 

「点乂します」 

- 

なべなしの場合 

ピピピツ 

「なべを置いてください」 

「なべを置いてください」 

燃 

焼 

時 

なべなし状態を3日秒 
継続 

ピピツ 

「なべを置いてください」 
「まちなく消乂します」 

「なべを置いてください」 
「まわなく消乂します」 

なべなし状態を]分 
継続 

ピー3回 

「消乂しました」 

「消乂しました」 

センサー解除モード時 

ピピツ 

「点乂します」 

- 

点乂/消火ボタン日 FF (消乂時）「開」^「止」 

ピー 

「消乂しました」 

- 

乂力調節 

最大乂力設定時 

ピピー 

「乂力最大です」 

- 

最ル乂力設定時 

ププー 

「火力最小です」 

- 

乂力自動制御時に 
乂力切替 

(安全機能作動時） 

ププー 

「安全装置びはたらさ」 

「火力自動調節中です」 

「乂力調節でさません」 

「安全装置びはたらさ」 

「乂力自動調節中です」 

「乂力調節でさません」 

(便利機能作動時） 

ププー 

「自動調理中です」 

「乂力調節でさません」 

「自動調理中です」 

「乂力調節でさません」 

センサー解除モード 

センサー解除モード取り消し 

ピッ 

「センサーを有効にしました」 

「センサーを有効にしました」 

センサー解除モード設定時 （3 秒巧し） 

ピピピツ 

「センサーを解除しました」 

「センサーを解除しました」 

センサー解除モード：初回小火時 

ピピツ 

「温度び高くなっています」 
「火力自動調節に切り替わり 
ました」 

「温度び高くなっています」 
「乂力自動調節に切り替わり 
ました」 

センサー解除モード設定より3日分経過時 

ピー3回 

「3日分連続使用のため」 
「安全装置びはたらさ」 

「消乂しました」 

「3日分連続使用のため」 
「安全装置びはたらさ」 

「消乂しました」 

揚げちのモード 

揚げわのモード設定時 
「+/—」ボタン 
押下時 

初期]回目ボタン 
日 N 時 

ピッ 

「揚げちのです」 

「温度を設定でさます」 
(確定後）「揚げちの温度を」 
「**でに」「設定しました」 

「温度を設定でさます」 

いったん確定後、「+/—」ボタン押下 

ピツ 

(又はプツ） 

「揚げちの温度を」 

「**て:に」「設定しました」 

- 

揚げわの温度最大 

ピピー 

「揚げちの温度」「最大です」 

- 

揚げちの温度最小 

ププー 

「揚げちの温度」「最小です」 

- 

他ボタン押下時（メニュー選択ボタン） 

ププー 

「揚げちの温度調節中です」 
「変更でさません」 

- 

他ボタン押下時（取り消し） 

ピー 

「揚げちのを」 
「取り消しました」 

- 

設定温度到達時報知 

ピピツ 

3回 

「設定温度になりました」 

「設定温度になりました」 
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報知要因 

ブザー音 

親切モード 

標準モード 

□ 

ン 

□ 

パ 

ネ 

ル 

操 

作 

調理タイマーモード 

調理タイマーモード設定時 

ピッ 

「調理タイマーです」 
「タイマーを設定でさます」 

「タイマーを設定でさます」 

「+/—」ボタン押下時 

ピツ 

(又はプツ） 

(確定後）「**分に」 

「設定しました」 

- 

いったん確定後、「+/—」ボタン押下 

ピツ 

(又はプツ） 

「タイマーを」「**分に」 
「設定しました」 

- 

タイマー設定最大 

ピピー 

「タイマー」「最大です」 

- 

タイマー設定最小 

ププー 

「タイマー」「最小です」 

- 

他ボタン押下時（メニュー選択ボタン） 

ププー 

「タイマー調理中です」 
「変更でさません」 

- 

他ボタン押下時（取り消し） 

ピー 

「調理タイマーを」 

「取り消'しました」 

- 

タイマー終了3日秒前 

ピピツ 

3回 

「タイマーを」 

「まもなく終了します」 

- 

タイマー終了時 

ピー 

「タイマーを終了しました」 

「タイマーを終了しました」 

湯わかしモード 

湯わかし設定時 

ピッ 

「湯わかしです」 

(確定後）「湯わかしに」 
「設定しました」 

「湯わかしです」 

他ボタン押下時（メニュー選択ボタン） 

ププー 

「湯わかし中です」 

「変更でさません」 

- 

他ボタン押下時（取り消し） 

ピー 

「湯わかしを」「取り消しま 
した」 

- 

終了時 

ピー 

「湯わかしを終了しました」 

「湯わかしを終了しました」 

ごはんモード 

ごはん設定時 

ピッ 

「ごはんです」（確定後） 
「ごはんに」「設定しました」 

「ごはんです」 

ごはん燃焼中、他ボタン押下時（メニュー 
選択ボタン） 

ププー 

「炊飯中です」 

「変更でさません」 

- 

ごはん燃焼中、他ボタン押下時（取り消し） 

ピー 

「炊飯を」「取り消しました」 

- 

むらし開始時（燃焼停止時） 

ピピツ 

3回 

「消乂しました」 

「蒸らし中です」 

「消乂しました」 

「蒸らし中です」 

むらし中、他ボタン押下時（メニュー選択 
ボタン） 

ププー 

「むらし中です」 

「変更でさません」 

- 

むらし中、他ボタン押下時（取り消し） 

ピー 

「炊飯を」「取り消しました」 

- 

むらし終了3日秒前 

ピピツ 

3回 

「炊飯を」 

「まもなく終了します」 

- 

むらし終了（ごはん終了） 

ピー 

にはんび炊けました」 

にはんび炊けました」 

コン□使用中報知 

点乂 3日分、6日分、9日分後 

ピピツ 

「使用中です」 

「使用中です」 

グ 

U 

ル 

パ 

ネ 

ル 

操 

作 

マニュアルモード 

点乂/消乂ボタン押 
下時 

非燃焼中 

ピピツ 

「点乂します」 

「タイマーを設定でさます」 
(確定後）「タイマーを** 
分に」「設定しました」 

「タイマーを設定でさます」 

燃焼中 

ピー 

「消火しました」 

- 

「乂力切替」時（燃焼時のみ受け付け） 

ピッ 

「火力を変更しました」「上乂」 
「強/弱」「下火」「強/弱」 
「です」 

- 

「+/—」ボタン押下時 

ピツ仅 
はプツ） 

「タイマーを」「**分に」 
「設定しました」 

- 

タイマー終了3日秒前 

ピピツ 

3回 

「タイマーを」 

「まもなく終了します」 

- 

タイマー終了時 

ピー 

「タイマーを終了しました」 

「タイマーを終了しました」 

オートメニューボタン押下時 
(点乂 3日秒後!;(降） 

ププー 

「タイマー調理中です」 

「オート調理の設定はでさません」 

「タイマー調理中です」 

「オート調理の設定はでさません」 
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音声ガイダンスのご紹 



ン 

ス 

の 

ご 

紹 

介 




報知要因 

ブザー音 

親切モード 

標準モード 

グ 

U 

ル 

パ 

ネ 

ル 

操 

作 

オートメニュー 
モード 

「オートメニュー」/「焼さ加減」ボタン 
押下時 
(初回設定時） 

ピッ 

「姿焼さです」^「切身です」 
一「干物です」 

「標準です」^「強めです」 
-「弱めです」 

(確定後） 

「**に設定しました」 

「メニューと焼さ加減を設定 
でさます」 

「オートメニュー」/「焼さ加減」ボタン 
押下時 

(いったん報知後の変更） 

ピッ 

「姿焼さです」^「切身です」 
一「干物です」 

「標準です」^「強めです」 
-「弱めです」 

(確定後） 

「**に設定しました」 

- 

点乂/消乂ボタン 
押下時 

(オート機能選択後） 

非燃焼中 
(& 非点乂動作中） 

ピピツ 

「点乂します」 

- 

燃焼中 

ピー 

「消乂しました」 

- 

「乂力切替」ボタン押下時 

ププー 

「オート調理中です」 

「変更でさません」 

「オート調理中です」 

「変更でさません」 

グ IJ ル点乂後の 

「オートメニュー」ボタン押下時 

ププー 

「オート調理中です」 

「変更でさません」 

「オート調理中です」 

「変更でさません」 

グ IJ ル点乂 9日秒後の 

「オートメニュー」「焼さ加減」ボタン押下時 

ププー 

「オート調理中です」 

「変更でさません」 

「オート調理中です」 

「変更でさません」 

オート調理設定時間終了3日秒前 

ピピツ 

3回 

「オート調理を」 

「まもなく終了します」 

- 

オート調理設定時間終了 

ピー 

「オート調理」 

「終了しました」 

「オート調理」 

「終了しました」 

「とりけし」ボタン 
押下時 

オートにて 
点火受け付け前 

ピー 

『オート調理の設定を』 
『取り消しました』 

『オート調理の設定を』 
『取り消'しました』 

オートにて 
点火受け付け後 

ピー 

『オート調理の設定を』 
『取り消しました』 
「タイマーを設定でさます」 

『オート調理の設定を』 
『取り消'しました』 

高温時、「メニュー」ボタン押す 

ププー 

「グ IJ ルび熱くなっています」 
「;令めるまでしばらくお待ちく 
ださい」 

「グ IJ ルび熱くなっています」 
「;令めるまでしばらくお待ちく 
ださい」 

そ 

の 

他 

カスタマイズ機能 

【カスタマイズ機能】 

ピッ 

「カスタマイズ機能です」 
「設定を変更でさます」 

「カスタマイズ機能です」 
「設定を変更でさます」 

リセット時 

ピッ 

「 IJ セットしました」 

「 IJ セツトしました」 

音量変更 

表変更毎 

ピッ 

「音声は大です」「音声はル 
です」「音声は標準です」 

「音声は大です」「音声はル 
です」「音声は標準です」 

音声モード変更 

表 TJX 変更毎 

ピッ 

「親切モードです」「音声を 
消します」「標準モードです」 

「標準モードです」「親切モー 
ドです」「音声を消します」 

感震停止機能 

解除 

ピッ 

「感震停止機能を解除します」 

「感震停止機能を解除します」 

S 几。 

日又 aE 

ピッ 

「感震停止機能を有効にし 
ます」 

「感震停止機能を有効にし 
ます」 

感震停止機能作動 


ピー已回 

「安全装置びはたらさまし 
た」「強いゆれを検知し」 

「消乂しました」 

「安全装置びはたらさまし 
た」「強いゆれを検知し」 

「消乂しました」 

感震センサー故障び検知された場合 

ピー 

「安全装置びはたらさました」 
「ガスの元栓を閉じ」「取扱 
説明書をご確認ください」 

「安全装置びはたらさました」 
「ガスの元栓を閉じ」「取扱 
説明書をご確認ください」 

消し忘れ消火機能作動時 

ピー 

3回 

「《 ] 2日分連続使用のた 
め」「安全装置びはたらさ」 
「消乂しました」… 

(:※3日〜] 2日分） 

「《 ] 2日分連続使用のた 
め」「安全装置びはたらき」 
「消乂しました」… 

(:※3日〜] 2日分） 
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報知要因 

ブザー音 

親切モード 

標準モード 


高温自動温度調節機能：初回ル乂時 

ピピッ 

「温度び高くなっています」 
「火力自動調節に切り替わり 
ました」 

「温度び高くなっています」 
「乂力自動調節に切り替わり 
ました」 


高温自動温度調節機能： 3日分経過時/焦げつさ消乂/過熱防止 

ピー己回 

「安全装置びはたらさました」 

「安全装置びはたらさました」 


グ LU レ過熱防止センヴー作動 

ピー3回 

「安全装置びはたらさ」 
「消火しました」 

「グ IJ ルび熱くなっています」 

「安全装置びはたらさ」「消 
乂しました」 

「グ IJ ルび熱くなっています」 

そ 

の 

他 

点火時エラー（不着乂）故障発生 

ピー3回 

「乂びついていません」 

「ちう一度」「点乂」 

「してください」 

「火びついていません」 

「わう一度」「点乂」 

「してください」 



ピー3回 

「安全装置びはたらをました」 

「安全装置びはたらさました」 

安全装置作動 

ガス元栓を閉じる必要びある場合 

ピー 

「安全装置びはたらさました」 
「ガスの元栓を閉じ」「取扱 
説明書をご確認ください」 

「安全装置びはたらさました」 
「ガスの元栓を閉じ」「取扱 
説明書をご確認ください」 




ピー 

「安全装置びはたらをました」 

「安全装置びはたらさました」 


故障発生 

ガス元栓を閉じる必要びある場合 

ピー 

「安全装置びはたらさました」 
「ガスの元栓を閉じ」 
「取扱説明書をご確認 < ださ 
ぃ」 

「安全装置びはたらをました」 
「ガスの元栓を閉じ」 
「取扱説明書をご確認 < ださ 
ぃ」 


;令却フアン 

電源日 FF 後ち、；令却フアンび 
回っている場合（手動日 FF 時のみ） 

- 

「本体内部び熱くなっていま 
す」じ令却フアンを」 

「引さ続き」「運転します」 

「本体内部び熱くなっていま 
す」「;令却ファンを」 

「引さ続き」「運転します」 































安全-便利機能の使いかた 


カスタマイズ機能 


下の機能を設定変更することびでさます。 

電源オートオフ機能--•購入時は3分に設定されています。 
コン□消し忘れ機能** •購入時は] 20分に設定されています。 
感震停止機能-* •購入時は ON に設定されています。 

湯わかしモード--•購入時は3に設定されています。 



タイ 

脚 脚 


1 

2 


> 電源を入れる 

強义カバーナー、標準バーナーの「+」ボタンを同時に3秒 JU 上長押しする。 
• 各表示部が点か了し、カスタマイズ機能の設定に入ります。 


電源オートオフ時間を変更するとき 


♦強火カバーナーのコン□表示部にオートオフ時間を表示します。 
「+ /—」ボタンで]〜2日分の間で]分刻みに変更でさます。 


感震停止機能を解除または設定するとき 


け' IJ ル操作の表示部に設定 （ ON ) 解除 （ OFF ) を表示します。 
タイマー設定ボタン「+」、「一」にて ON 、 OFF の切り替えでさます。 


ン□消し忘れ消义機能の時間を変更するとき 


♦標準ノ くーナーのコン□表示部に消し忘れ消乂機能の時間を表示します。 
「+ / -」ボタンで 30-120 分の間で] 0分刻みに変更でさます。 

] 己秒後に表示び消え、変更を確定します。 





安全•便利機能の使いかた 
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湯わかしモードお知 6 せ時間を変更するとき 


♦設定するコン□のメニュー選択ボタンを押すと湯わかしランプび点滅し、コン□表示部に 
3を表术します D 

「+ /—」ボタンで]〜己の間で変更でさます。 

強火カノ くーナー、標準ノ くーナーそれぞれ個別に設定でさます。 



コン□部表示 

1 2 

3 

4 5 

設定内容 

沸とうのお知らせを寺 

——標準—— 

-► 沸とラのお知らせを 

早<したい場合 

(初期設定） 

遅くしたい場合 


お願 


•同じ設定値にしてもなべの材質、形状や水量によってお知5せ時間が異なります。 
そのため、お使いになるなべ等によっては、極端にお知!5せ時間が早くなりすざた 
り、遅くなりすぎたりする場合があります。設定を変更する場合は、2または4 
か!5設定してください。それでもなお、早くしたい場合や遅くしたい場合は、1ま 
たは己に設定してお使いください。 

•同じやかん（なべ）を使用しても水量によってお知!5せ時間が異なる場合がありま 
す。 

•強乂カバーナー、標準バーナーでそれぞれ制御が異なるため、同じ設定値にしてち 
お知5せ時間が異なる場合があります。 


r リセット機能 

購入時の設定に戻す機能です。 


1 


2 



• 電源を入れる 

強义カバーナー、標準バーナーの「一」ボタンを同時に5秒上長押しする。 
• 「ピッ」と一回鳴ってお知らせし、購入時の設定に戻ります。 

15秒後に表示が消え、変更を確定します。 























消耗品 • 別冗品について 


消耗品-別売品について 


♦いたんでさたら交換して<ださい。お求めの場合は、お買い上げの販売店へお問い合わせください。購入先び 
不明の場合は当社事業所にご相談<ださい。 


部品名 • 品名 


品を 


希望小売価格（税込） 


ごとく 



010-331-000 


¥1，260 


バーナーキヤップ 



強义カバーナー用 


標準 バーナー 用 


] 己]- 332-000 


] 己]- 334-000 


¥2，100 


¥2，100 


グリル皿 



070-187-000 


¥1,575 


グリル焼網 



071-056-000 


¥2,62己 


下义 カバー 



ち 


左 


098-2584000 


098-2 己83000 


¥31己 


¥31己 


炒飯専用なベ 


ガラストップ専用クリーナー 


クッキングプレート 


RTR -03 D 


RTR -300 D 1 


RTR -500 


RBC - VG 1 


RCP -71 W 


♦お買い上げの販売店、または 
わよりの当社事業所にお問い 
合わせください。 


スクレーパー S 型 
〈推奨品〉※ 


3己 SB 

(オルファ社製） 


>ホームセンターなどでお買い 
求めください。 


• 2009 年日月現在の価格です。価格•仕様は変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 


※スクレーパー S 型〈推奨品〉について 

♦トッププレートに傷びつく恐れびありますので、刃びいたんだ場合は、使用し 
ないで < ださい。 

♦刃先は鋭利な刃になっていますので取り扱いには十分に注意してください。 
♦使用角度は約30°で使用してください。 



消耗品•別売品について 
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をフターヴービス/仕様 


アフターサービスは？ 


L 保証について 

♦取扱説明書の裏表紙び保証書になっています。 

♦保証書の内容のよラに、一定期間-一定条件のちとに無料修理致します。 

♦保証期間はお買い上げ曰から]年間です。 

♦必ず、「販売店名•お買い上げ曰」などの記入をお確かめになり、保証書の内容をよ<お読み<ださい。保証 
書を紛失されますと無料修理期間中であってわ修理費をいただく場合びあるので、大切に保管してください。 

I 修理を依頼するときは 

♦万一故障したと思われる場合は、まず「故障かな？と思ったら048ページ」に従い、調べてください。それ 
でも不具合のある場合は、ガス栓（ねじガス栓）を閉じ、お買い上げの販売店、またはフ U —ダイヤルへご連絡 
ください。 

♦ご依頼される際には次のことをご確認ください。 

① ご住所-お名前-電話番号 

② 品名-型式の呼び-お買い上げ曰 

③ 詳しい故障内容-状況 

④ 訪問ご希望曰 

I 補修用性能部品の保有期間 

♦製造打ち切り後日年です。補修用性能部品とは、その製品の性能を維持するための必要な部品です。 
♦保証期間び過ぎていても、修理すれば機能び維持でさる場合は、有料で修理致します。 

L 乾居されるときは 

♦転居する場合は、転居先のガス事業者およびお買い上げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 
♦ガスの種類び異なる地域へ転居される場合 

ガスの種類は、都市ガス数種類と LP ガスびあり、改造と調整び必要です。そのまま使用すると正常な働さを 
しないだけでなく、故障、不完全燃焼、火災などの原因になります。必ず、転居先のガスの種類を確認してく 
ださい。この場合の改造-調整にともなう費用は保証期間内であってわ有料となります。 

I 連絡先 _ 

♦お買い上げの販売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡ください r U ンナィフ ij_ ダィャル^ ^ 

画0120■〇已 4-321 


I お客様の個人情報の取り扱いについて ァ 

•当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号などの個人情報を、サービス活動 フ 
および安全点検活動のために利用させていただく場合びございますのでご了承ください。 ^ 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に依話する場合、法令に基づく業務の履行または権限の行使 i 
のために必要な場合、その他正当な理由びある場合を除さ、当社外の第王者に個人情報を開示-提供はいた I 

しません。 ビ 

ス 


長期間使用しない場合 


様 

♦ガス栓（ねじガス栓）を必ず閉めてください。 g 

♦電源プラグを抜いて < ださい。 

♦お手入れをしておくと次回使用するとさに便利です。041ページ 
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2.73 kW 

2.27 kW 

2.00 kW 

6.27 kW 


各 94 kW 

2.27 kW 

S.OOkW 

6.49 kW 


2.85 kW 

2.45 kW 

2.00 kW 

6.7 IkW 


S .79 kW 

2.56 kW 

S.OOkW 

6.64 kW 

RHB 21 W 4 DV 2 ：r 

2.97 kW 

2.15 kW 

2.00 kW 

6.63 kW 


3.9 IkW 

2.77 kW 

1.86 kW 

8.20 kW 


4.20 kW 

2.97 kW 

2.00 kW 

8.8 日 kW 


4.20 kW 

2.97 kW 

S.OOkW 

8.80 kW 

RHB 21 W 4 DV 2 ( G)：h 

4.20 kW 

2.97 kW 

2.10 kW 

8.80 kW 

RHB 21 W 4 DV 2 ：h 


田 


フターサービス/仕様 



ガスグループ 
(ガス種） 


1時間当たりのガス消費量 
個別 ガス 消費量]全点义時 


ガス消費量 


強义カ バーナー I 標準 バーナー 


両面焼グリル付 2 □ガスビルトインコン □ 

RHSS ] W 4 D 8 V 2 

RHB 21 W 4 DV 2 ：h RHB 21 W 4 DV 2( G)：h 

型式名： RB 21 W 4 DV 2 

2已.己 kg (付属品含む） 

高さ 269 nnnn x 巾畐 596 nnnn x 奥手5 543 nnnn 

(トッププレート幅己 94 mm ) 

15 A (1 /2 B ) 鋼管または金属巧とう管 

AC 100 V (己 0 HZ -60 HZ 共用） 

7 W (待機時消費電力日. 7 W ) 

立消え安全装置（全バーナー）、天ぷら油過熱防止機能（強火カバーナー•標準バーナー）、 
コン□消し忘れ消火機能（強火カバーナー-標準バーナー）、 

鍋なし検知機能（強火カバーナー•標準バーナー）、グリル過熱防止センサー、感震停止機能 

連続放電点火式 

取扱説明書（保証書付)、連絡先一覧表、設置工事説明書、クックブック、 

ガラスクリーナー見本品 


アフタ I ヴ I ビス/仕様 
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および損傷。 

:)本書の提示びない場合。 

0本書にお買い上げ年月曰、販売店名の記入のな 
い場合あるいは字句び書さ替えられた場合。 

■) 指定外の燃輯の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

■) ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造-調整の場 

厶 

:書は日本国内においてのみ有効です。 
iis warranty is valid only in Japan . 

.の保証書は本書に明示した期間、条件のをとにお 
>て無料修理をお約束するをのです。従ってこの保 
;書によって、保証書を発行している者（保証責任 
うおよびそれ似外の事業者に対するお客様の法律 
:の権利を制限するをのではありません。保証期間 
自過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
:げの販売店または別添の「連絡先一覽表」をご覽 
>上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所-出張 
すよどにお問い合わせください。 


リン少イ ？□ガス U ビルト火コン S 願置 

この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたちのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場合に、本書記載内容で無料修理を行う 
ことをお約束するちのです。 

言己 

1 . 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼<ださい。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼できない場合には、フ U —ダイヤル 
または別添の「連絡先一覧表」をご覧の上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所-出張所などにご相談ください。 


4. 本保証書は再発行いたしませんので大切にイ呆管してください。 
己.保証についての規定は下記をご覧ください。 


無料修理規定 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った 
正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの 
販売店またはをよりの当社窓□び無料修理いたしま 
す。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 
買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して 
本書をご提示ください。 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理 
を行った場合には、出張に要する実費を申し受けま 
す。 

3. 保証期間内でを次の場合には有料修理になります。 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故 

障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

(八）乂災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、 
公害や異常電圧による故障および損傷。 

(二）一般家庭似外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障 

お買い上げ曰および販売店名 


(ホ 

(へ 

(卜 

巧 

L 本 
下 I 
※こ 
し、 
罰 
者 

経 

の 
戸月 


お買い上げ曰] 


年 巧 


曰 


販 

売 

店 

名 

住 



所 

電 

話 

蚕 

号 


修理記録 


年月日 

修理内容 








お客様へ 

この保証書をお受取りになるとさにお買い上げ曰、販売店名、扱者印び記入してあることを確認してください。 


リン f イ株ま会 

干 454-0802 名古屋市中 川 区福住 I 
TEL 052(361)8211 f 



品についてのお問い合わせは I 


本 社 so 日 2(361)821] 干4日 4-0802 名ち屋市中川区福住町2ま26号 ：!ヒ海道支店 S01H2 引；)2已〇目 

関東支社 Q 日 3(3471)9047 干 140-0002 東京都品川区東品川] -6-6 新漏支店 巧 025(247)661 0 

東京支店 Q 日 3(3471)9047 干 140-0002 東京都品川区東品川] -6-6 中部支社 巧〇日 2(363)8001 

:!ヒ関東支店 巧日 48(66 乃4321干 331-0811 さいたま市：!ヒ区吉野町] T 目 396-1 関西支社 巧日 6(6786)361 2 

東関東支店巧日 43(273)3360 干 261-0026 千葉市美お区幕張西 2T 目 7—] 中国支店巧日 82(277)5131 

南関東支店 巧 045(320)30 日1〒221 -08 日6横お市ネ申奈川区兰ツ沢上町4ま]0号 四国支店 巧日87旧2 1)8055 

東：!ヒ支社任日 22(288)3251 〒 984-0038 仙台市若林区伊在字東通 20-1 九州支社巧日 92(281)3234 


干 060-0031 札幌市中央区化一条東2 T 目 
干 950-0864 新漏市東区紫竹2 T 目]- 74 
干 454-0802 名ち屋市中 j 11区福住町2ま26号 
干已 50-0014 大阪市西区：!ヒ掘江3 T 目] 0ま2 ] 号 
干 733-0833 広島市西区商エセンター 4 T 目 2-1 
干 760-0066 高松市福岡町2 T 目]]ま 6号 
干 812-0029 福岡市博多区ち門戸町2ま3号 


(3 參理についてのお問い合わせは I 

^ 0120 - 054-321 
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